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はじめに 

 

本調査は、多様な性的指向や性自認のあり方、交際や結婚経験などが、人びとの心身の健康、経済状況、居住地移動

の経験や希望、子どもをもつことの経験や希望、親との関係などの生活実態や意識と、どのように関連しているのかを明らかにす

ることを目指して、2023 年 2〜３月、日本に居住する 18〜69 歳の方を住民基本台帳から層化二段無作為抽出法によっ

て 18,000 人抽出し、実施したものです。 

レズビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トランスジェンダー、アセクシュアル（LGBTA）を含む性的マイノリティが日本社会で直面

する課題については、性的マイノリティを対象にした量的調査や、聞き取り調査などを通じて明らかにされつつあります。しかし、

厳密な統計的手順を踏まえたデータに基づいて日本における性的マイノリティの割合を推定することや、性的マイノリティと、そう

でない人との生活実態や意識を比較することが可能な研究は限られていました。そこで、私たちの研究チームでは 2019 年 1

〜2 月に大阪市で回答者を住民基本台帳から無作為に抽出した調査（https://www.osaka-chosa.jp/）を実施し、

大阪市民の性的指向と性自認のあり方の分布を示し、性的指向と性自認のあり方による、こころの状態の比較などを行いまし

た。 

しかし、2019 年の調査結果は大阪市民の状況に限られていたため、日本全体についてはわかりませんでした。そこで、今回

日本全国に住む無作為に抽出した 18〜69 歳の 18,000 人を対象に調査を実施し、性的指向や性自認のあり方、異性・

同性との交際や結婚経験などと人びとの生活実態や意識との関連について検討することにしました。 

この調査の設計の特徴は、以下のとおりです。 

第１に、本調査では性的指向と性自認のあり方についてさまざまな設問を通してたずねているため、何割の人が自分自身を

同性愛者であると認識しているか、何割の人が男性と女性の両方に性的に惹かれるのか、何割の人が出生時の性別に違和

感をもっているのか、何割の人が同性/異性の恋人と交際した経験があるのか、等の点について、明らかにすることができます。 

第 2 に、性的指向や性自認のあり方が異なることで、生活実態や意識にどのような違いが生じるのかについて、統計的に比

較することができます。つまり性的マイノリティの生活実態と意識には、性的マイノリティ以外の人たちと比べ、統計的に意味があ

る違いがあるのかを検証できます。特に、性的指向や性自認のあり方との関連がこれまで明らかにされてこなかった、結婚や交

際の経験と希望、子どもをもつことの経験と希望、居住地移動の経験と希望など、人口学的な事項との関連を確認することが

できます。 

第 3 に、対象者を日本全国から無作為に抽出しているため、日本全体にあてはまる結果を得ることが期待できます。信頼

性のあるデータを得るためには、綿密に設計された調査票が重要です。本研究では、とりわけ回答者が性的マイノリティであるか

そうでないかに関わらず、誰もが性的指向や性自認のあり方を的確に回答できるような質問項目を開発するために、多くの人び

との協力を得て予備調査を実施するなど、慎重に準備を重ねてきました。また、本調査は、結婚や交際の問いにおいて、その

相手を男性と女性に限定せず、どちらにも属さない性別の人も含めてとらえることができるように設計しました。 

本研究チームでは、本調査の成果のもっとも重要な点は、以下の 2 点にあると考えています。第一に、日本の社会学的な

学術調査や国・自治体による世論調査・実態調査で従来用いられてきた抽出方法で、回答者の性的指向や性自認のあり

方をたずねる問いを含めて、全国調査を実施することができたことです。第二に、回答者の性的指向と性自認のあり方別に、

生活や意識にかんするさまざまな項目の回答を集計すると、性的マイノリティとそうでない人びととの間で、違いがみられた項目が

多く観察された点です（「本報告書について」を参照）。これらの違いには、国内外の先行研究で指摘されてきたものと親和

性のあるものあれば、今回日本ではじめて検討された内容も含まれます。この 2 点から、今後日本において、本調査と同様の
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設計で大規模調査を定期的に実施すれば、性的マイノリティの実態について、これまで欠けていた性的マイノリティでない人びと

との比較を通じた統計的な知見の蓄積が可能となることが示唆されます。特に、おおむね 6 割以上の回収率が担保される国

の調査や全数調査である国勢調査において、性的指向と性自認のあり方をたずねる問いを含めることによって性的マイノリティ

について得られる知見は計り知れません。また、新規であれ、既存の調査であれ、自治体による調査、研究者による学術的調

査でも、無作為抽出を行う調査で性的指向と性自認のあり方をたずねる設問を含め、データを蓄積していくことが望まれます。 

本研究チームにおけるこの全国調査の試みが、今後の日本の性的指向と性自認のあり方にかんする量的研究の土台とな

り、その発展につながればこの上ない幸いです。 

 

最後になりましたが、本調査は、多くの方々のご協力によって可能となりました。まず、調査票を受け取って回答するか否かを

検討してくださった全国の約 1 万 8 千人の皆さま、そして実際に回答をお送りくさった 5 千人を超える皆さまに、厚くお礼を申し

上げます。皆さまのご協力があってこそ、本調査が実現し、今回、報告書の形で集計結果を提示することできました。この調査

に先立ち、2019 年に本研究チームが実施した「大阪市の働き方と暮らしの多様性と共生にかんするアンケート」（大阪市民

調査）にご協力いただいた大阪市民および大阪市に感謝申し上げます。この経験がなければ、全国調査の実施にたどり着くこ

とはできませんでした。また、本調査の企画段階においては、60 歳以上の方を対象とした「認知インタビュー」を実施しました。

性的指向・性自認のあり方の設問に対し、貴重なご意見をくださった協力者の皆さまに改めてお礼を申し上げます。 

そのほか、調査の企画から報告書の完成までの間、たくさんの方々にお力添えいただきました。調査業務を委託した一般社

団法人新情報センターの安藤昌代さん、鷹野莉早さんをはじめとする皆さまには、対象者の抽出から調査書類の確認、印

刷、発送、回収、データ入力からデータ作成の一連のプロセスを的確に進めていただきました。早稲田大学の研究総合支援室

には研究費の執行手続きでお力添えいただきました。国立社会保障・人口問題研究所、特に人口動向研究部の皆さんには

さまざまな形でサポートいただきました。研究倫理委員会の関係者にもお世話になりました。 

調査対象者用のホームページの作成と調査書類のデザインを担ってくださった STUDIO PANAGRAM の星野テルカズさん

には、「実施側が伝えたいことより、依頼された人が何を知りたいのか、何に不安を覚えるのかを第一に考えるべきだ」と教えてい

ただきながら、完成に導いていただきました。ホームページのイラストでは高梨世理さん、写真の撮影では中沢さんにお世話にな

りました。内容を説明する文章は研究協力者である吉仲宗さんに多くを執筆していただきました。 

調査票の翻訳では、林静芳さん（中国語、繁体・簡体）、伊敷エリザナ美恵子さん（ポルトガル語）、T さん（ベトナム

語）、 園崎寿子さん（タガログ語）に大変お世話になりました。ハングルへの翻訳では、研究メンバーの申知燕さんに貴重な

時間を費やしていただきました。英語への翻訳のネイティブ・チェックでは Connor Gilroy さんにお世話になりました。そして、報

告書のまとめにあたっては、早稲田大学の研究補佐員、片桐美恵さんには図表の作成、体裁の統一などの作業のみならず、

一部、本文の執筆にもご協力いただきました。すべての方々のお名前を挙げることはできませんが、さまざまな形で関わってくださ

った皆さまに、感謝いたします。 

 

2025 年 3 月 31 日 

 

 

 

※ 本調査の実施にあたっては、国立社会保障・人口問題研究所の研究倫理審査委員会による承認を受けていま

す。(承認番号 IPSS-IBRA#22002)  
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本報告書について 

 

本報告書における表記について 

・ 原則として、回答者が選んだ選択肢に基づく分類の場合には「 」を使い、複数の問いの回答の組み合わせをもとに研究

チームで分類した場合は［ ］をつけています。このほか、調査票の質問や選択肢（あるいはそれらの省略形）について

は、「 」を用いています。 

・ 上の方針に従い、出生時の性別は問 53 の選択肢をもとにしているので「男」、「女」と表記します。自認する性別の男性

と女性については、出生時の性別（問 53）、自認する性別がそれと同じか否か（問 54）、同じでない場合の現在の

自認（問 54 付問）をたずねる 3 問への回答の組み合わせから判断しているため、［男性］、［女性］と表記します

が、「男性・女性にあてはまらない」については問 54 付問の選択肢に基づくため、「 」を使っています。トランスジェンダーとシ

スジェンダーについても、回答者自身がそのトランスジェンダーである、あるいはシスジェンダーであると回答したのではなく、出

生時の性別（問 53）、自認する性別がそれと同じか否か（問 54）、同じでない場合の現在の自認（問 54 付問）

をたずねる 3 問から判断しているため［トランスジェンダー］、［シスジェンダー］と表記します。 

・ 性的指向アイデンティティの問いの選択肢については、以下のように表記しています。 

1. 異性愛者、すなわちゲイ・レズビアン等ではない［異性のみに性愛感情を抱く人］→「異性愛者」 

2. ゲイ・レズビアン・同性愛者［同性のみに性愛感情を抱く人］→ 「同性愛者」または「ゲイ・レズビアン・同性愛者」 

3. バイセクシュアル・両性愛者［男女どちらにも性愛感情を抱く人］→「両性愛者」または「バイセクシュアル・両性愛

者」 

4. アセクシュアル・無性愛者［誰に対しても性愛感情を抱かない人］→「無性愛者」または「アセクシュアル・無性愛

者」 

5. 決めたくない・決めていない → 「決めたくない・決めていない」 

6. 質問の意味がわからない → 「質問の意味がわからない」 

・ 集計結果の記載にあたっては、回答者が現在認識する性別を、自認する性別または性自認、シスジェンダー・トランスジェ

ンダー別をシス・トランス別、性的指向アイデンティティ別を性的指向別と、略記する場合があります。 

・ 複数選択可の問い（複数の選択肢を選ぶことが可能な問い）では、特に説明がない限り、有効回答者である 5,339

人のうち、その選択肢を選んだ人の割合が示されています。また、その問い自体に回答しなかった人数を参考までに示して

います。たとえば、図表タイトルの「図表 52 この 1 年間の飲酒に関わる経験：「ある」と回答した人の割合（全体） 

[n=5,339、無回答 172 人]」は、「イッキ飲みをした」、「酔いつぶれてしまった」、「飲みすぎて、嘔吐してしまった」、「飲み

すぎて、記憶をなくした」のそれぞれの選択肢を選んだ割合を 5,339 人に対する割合として表示し、この問い自体に無回

答だった人（「いずれの経験もない」も含めて、いずれの選択肢も選ばなかった人）が 172 人であったことを示しています。 
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本報告書の留意点 

・ 本報告書に掲載されている数値や本文は、今後分析の過程でデータが精査されることにより、変更されることがあります。 

・ 本報告書では、調査票でたずねた問いの大半について、年齢および性的指向・性自認のあり方によって回答者を分けた

上で結果を示しています。回答者の年齢、自認する性別、シスジェンダー・トランスジェンダー別、性的指向アイデンティティ

別に、クロス集計の形で数値が示されていますが、いずれも回答分布の結果を記述的に示したものであり、因果関係を示

すものではない点に注意が必要です。今後の研究で、これらの属性等による違いについて、他の要因を考慮した分析や、

統計的検定等を行なっていく予定です。 

・ 集計に用いる自認する性別およびシスジェンダー・トランスジェンダーの特定方法については、p.6 をご覧ください。性的指向

アイデンティティの集計においては、選択肢 2 の「同性愛者」と選択肢 3 の「両性愛者」を合わせた結果を「同性愛者・両

性愛者」として示しています（下記の表を参照）。 

・ 自認する性別では「男性・女性にあてはまらない」人の実数が少ない、シスジェンダー・トランスジェンダー別では［トランスジ

ェンダー］の実数が少ない、性的指向アイデンティティ別では「同性愛者・両性愛者」や「無性愛者」の実数が少ないことも、

結果をみるさいには留意すべき点です（下記の表を参照）。 

・ 性的指向アイデンティティの選択肢の「決めたくない・決めていない」と「質問の意味がわからない」については、各項目の性

的指向アイデンティティ別の集計結果を示す図表には数字を表示していますが、本文では言及していません。性的指向ア

イデンティティの問いで、これらの選択肢を選んだ回答者の特徴や、「決めたくない・決めていない」を選択した人に対する追

加の質問で明らかになるであろうクエスチョニングやクィア的なアイデンティティをもつ人かどうかを考慮した分析は、今後の課

題とします。 

・ 本調査の結婚やそれに準ずる関係にかんする問いでは、その相手を男性と女性に限定せず、どちらにも属さない性別の人

も含めてとらえることができるように設計しました。また、結婚やそれに準ずる関係、交際や同棲・同居については、複数の関

係にある可能性も念頭においた設問を用いました。今後、これらの設問の妥当性や、多様なパートナーシップをとらえる設

問のあり方についての検討を行う予定です。 

 

本報告書で集計に用いた属性（年齢 10 歳階級、自認する性別、シスジェンダー・トランスジェンダー別、性的指向アイデンテ

ィティ別）の各カテゴリーの該当者数（n）は、以下のとおりです。 

 

年齢 10 歳階級、自認する性別、シスジェンダー・トランスジェンダー別、性的指向アイデンティティ別、該当者数 

 

 

 

年齢10歳階級 n 自認する性別 n シス・トランス別 ｎ 性的指向アイデンティティ n

18〜19歳 116 男性 2,304 シスジェンダー 5,267 異性愛者 4,218

20〜29歳 687 女性 2,971 トランスジェンダー 32 同性愛者・両性愛者 114

30〜39歳 995 男性・女性にあてはまらない 24 不詳 40 無性愛者 49

40〜49歳 1,241 不詳 40 決めたくない・決めていない 299

50〜59歳 1,221 質問の意味がわからない 603

60〜70歳 1,077 不詳 56

不詳 2

　合計 5,339 　合計 5,339 　合計 5,339 　合計 5,339
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Ⅰ 調査の結果  

１  性的指向と性自認のあり方  

出生時の性別【問 53】と現在の性自認【問 54】  

問 53 では、出生時の戸籍・出生届の性別をた

ずねました。「男」が 43.8%（2,336 人） 、

「女」が 56.2%（3,001 人）、不詳が 0.0%

（2 人）でした1。 

図表 1 出生時の戸籍・出生届の性別 [n=5,339]   

 

性自認については、問 54 で、現在の自分の性別を、出生時の性別と同じだととらえているかを質問しました。それぞれの選

択肢（複数選択可）を選んだ割合をみると、「出生時の性別と同じ」は 98.6％（5,263 人）、「別の性別だととらえてい

る」は 0.3%（17 人）、「違和感がある」は 0.7％（35 人）、不詳は 0.7％（38 人）でした。問 54 を複数回答可能と

したことを考慮して回答を分類すると、「出生時の性別と同じ」のみを選んだ人は 98.4％（5,252 人）、選んだ回答に「別の

性別だととらえている」と「違和感がある」のいずれかあるいは両方が含まれていたのは 0.9%（49 人）、不詳は 0.7%（38

人）でした。 

次に、問 54 で選んだ回答に「別の性別だととらえ

ている」と「違和感がある」のいずれかあるいは両方が

含まれていた 49 人に、問 54 付問で、今の認識に

もっとも近い性別をたずねました。これらの回答を出

生時の性別で分けて人数を整理したのが、図表 2

です。出生時の性別が「男」で、現在の認識が「女」

である人は 4 人、「男性・女性にあてはまらない」と回

答した人は 10 人でした。出生時の性別が「女」で、

現在の認識が「男」だと回答した人は 4 人、「男性・

女性にあてはまらない」と回答した人は 14 人でし

た。 

図表 2 出生時の性別でみた、今の認識に近い性別

 

※問 54 で選んだ回答に「別の性別ととらえている」と「違和感

がある」のいずれかあるいは両方が含まれていた 49 人 

 

 

1
 問 53 の性別に回答しなかった 19 人のうち、抽出時に用いた住民基本台帳の情報で性別を確認できた 17 人については、その情報に

よって補完しました（男 5 人、女 12 人）。 

男

43.8%女

56.2%

不詳

0.0%

今の認識に近い性別 男 女

男 4 4

女 4 12

男性・女性にあてはまらない 10 14

不詳 1 0

合計 19 30

出生時の性別
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図表 2-a と図表 2-b では、出生時の性別ごとに、問 54 および問 54 付問への回答を整理しました。なお集計にあたって

は、住民基本台帳の性別情報による補完を行っていない出生時の性別の回答を用いました。出生時の性別が「男」（出生

時男性）である回答者のうち、「今の認識にもっとも近い性別」が「女」である 4 人と「男性・女性にあてはまらない」である 10

人を合わせた 14 人を［トランスジェンダー］とみなすと、出生時男性 2,331 人の中の［トランスジェンダー］割合は 0.6％と

なります。また、出生時の性別が「女」（出生時女性）である回答者のうち、「今の認識にもっとも近い性別」が「男」である 4

人と、「男性・女性にあてはまらない」である 14 人の合計 18 人を［トランスジェンダー］とみなすと、出生時女性 2,989 人の

中の［トランスジェンダー］割合は 0.6%となります。 

回答者の自認する性別については、問 53、問 54、問 54 付問の回答をもとにし、図表 2-c に記載した方針で特定しまし

た。自認する性別が［男性］は 2,304 人、［女性］は 2,971 人、「男性・女性にあてはまらない」人は 24 人でした。 

 

図表 2-a 出生時男性の、今の性別の認識［n=2,331］ 

 

図表 2-b 出生時女性の、今の性別の認識［n=2,989］ 

 

 

図表 2-c 自認する性別［n=5,339］ 

   

出生時の性別と同じ 2,295

男 4

不詳 1

女 4

男性・女性にあてはまらない 10

不詳 17 0.7%

合計 2,331 100.0%

別の性別だととらえている、

違和感がある　　19人
今の認識

0.6%

98.7% ［シスジェンダー］

［トランスジェンダー］

出生時の性別と同じ 2,955

女 12

不詳 0

男 4

男性・女性にあてはまらない 14

不詳 4 0.1%

合計 2,989 100.0%

別の性別だととらえている、

違和感がある　　30人
今の認識

99.3%

0.6%

［シスジェンダー］

［トランスジェンダー］

出生時男性、出生時の性別と同じ 2,295

出生時男性、別の性別だととらえている・違和感がある、今の認識は「男」 4

出生時男性、別の性別だととらえている・違和感がある、今の認識は不詳 1

出生時女性、別の性別だととらえている・違和感がある、今の認識は「男」 4

合計 2,304

出生時女性、出生時の性別と同じ 2,955

出生時女性、別の性別だととらえている・違和感がある、今の認識は「女」 12

出生時女性、別の性別だととらえている・違和感がある、今の認識は不詳 0

出生時男性、別の性別だととらえている・違和感がある、今の認識は「女」 4

合計 2,971

出生時男性、別の性別だととらえている・違和感がある、今の認識は「男性・女性にあてはまらない」 10

出生時女性、別の性別だととらえている・違和感がある、今の認識は「男性・女性にあてはまらない」 14

合計 24

　不詳 40

合計 5,339

　［男性］

　「男性・女性に

　あてはまらない」

　［女性］
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性的指向アイデンティティ【問 55】  

問 55 では、回答者の性的指向

アイデンティティを、図表 3 に示した

選択肢を用いてたずねました。「異

性愛者」と回答した人がもっとも多く

79.0％（4,218 人）でした。ま

た、 「ゲイ・レズビアン・同性愛者」と

回答した人は全体の 0.4%（19

人）、「バイセクシュアル・両性愛

者」は 1.8%（95 人）、「アセクシ

ュアル・無性愛者」は 0.9%（49

人）、「決めたくない・決めていない」

は 5.6%（299 人）、「質問の意

味がわからない」は 11.3%（603

人）、不詳は 1.0%（56 人）で

した。 

図表 3 性的指向アイデンティティの分布 [n=5,339]  

 

 

出生時の性別にみた、性的指向アイデンティティ【問 55】  

性的指向アイデンティティへの回答を出生時の性別で分けてみると、「異性愛者」の割合は、「男」で 80.0％、「女」で

78.3%です。「ゲイ・レズビアン・同性愛者」の割合は、「男」で 0.5%、「女」で 0.2%、「バイセクシュアル・両性愛者」の割合

は「男」で 0.9％、「女」で 2.4％、「アセクシュアル・無性愛者」の割合は、「男」0.3%、「女」1.4％でした。また、「決めたくな

い・決めていない」を選んだ割合は、「男」で 4.7%、「女」で 6.3%、「質問の意味がわからない」を選んだ割合は、「男」で

12.9％、「女」で 10.0％でした。 

 

図表 3-a 出生時の性別にみた、性的指向アイデンティティの分布 [「男」n=2,336、「女」n=3,001]  

 

異性愛者、すなわちゲイ・レズビアン等ではない［異性のみに性愛感情を抱く人］ 79.0%

ゲイ・レズビアン・同性愛者［同性のみに性愛感情を抱く人］ 0.4%

バイセクシュアル・両性愛者［男女どちらにも性愛感情を抱く人］ 1.8%

アセクシュアル・無性愛者［誰に対しても性愛感情を抱かない人］ 0.9%

決めたくない・決めていない 5.6%

質問の意味がわからない 11.3%

不詳 1.0%

異性愛者

79.0%

ゲイ・レズビアン・同性愛者

0.4%

バイセクシュアル・両性愛者

1.8%

アセクシュアル・無性愛者

0.9%

決めたくない・決めていない

5.6%

質問の意味がわからない

11.3%

不詳

1.0%

男 女

異性愛者、すなわちゲイ・レズビアン等ではない［異性のみに性愛感情を抱く人］ 80.0% 78.3%

ゲイ・レズビアン・同性愛者［同性のみに性愛感情を抱く人］ 0.5% 0.2%

バイセクシュアル・両性愛者［男女どちらにも性愛感情を抱く人］ 0.9% 2.4%

アセクシュアル・無性愛者［誰に対しても性愛感情を抱かない人］ 0.3% 1.4%

決めたくない・決めていない 4.7% 6.3%

質問の意味がわからない 12.9% 10.0%

不詳 0.7% 1.3%
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年齢別にみた、性的指向アイデンティティ【問 55】  

性的指向アイデンティティへの回答を年齢別で分けてみると、「異性愛者」の割合は、18〜19 歳（72.4%）から 50〜

59 歳（82.4%）にかけて高くなっている一方で、60〜70 歳で 74.2%と低くなっています。「ゲイ・レズビアン・同性愛者」の

割合は 30〜39 歳でもっとも高い 0.8%でした。「バイセクシュアル・両性愛者」の割合は 18〜19 歳で 8.6%ともっとも高く、

年齢が高くなるにつれて割合が低くなっています。「アセクシュアル・無性愛者」の割合は 20〜29 歳で 1.6%ともっとも高く、30

〜39 歳も 1.5%と 20〜29 歳とほぼ変わりません。一方、18〜19 歳では 0.0%でした。「決めたくない・決めていない」を選

んだ割合は 18〜19 歳で 8.6%ともっとも高く、40〜49 歳をのぞいて年齢が高くなるにつれて割合が低くなっています。「質問

の意味がわからない」を選んだ割合は 60〜70 歳で 18.7%ともっとも高く、20〜29 歳以降ではおおむね年齢が高くなるにつ

れて割合が高くなっています。18〜19 歳では 10.3%でした。60〜70 歳で「異性愛者」の割合が低いのは、「質問の意味が

わからない」を選んだ割合が 60〜70 歳で高いことによるものだと考えられます。 

 

図表 3-b 年齢別にみた、性的指向アイデンティティの分布 [18〜19 歳 n=116、20〜29 歳 n=687、 

30〜39 歳 n=995、40〜49 歳 n=1,241、50〜59 歳 n=1,221、60〜70 歳 n=1,077]  

 

性的指向アイデンティティを「決めたくない・決めていない」理由【問 55①】  

問 55 付問では、性的指向アイデンティティを「決めたくない・決めていない」回答者に対してその理由を、図表 4 に示した選

択肢を用いてたずねました。「自分に「異性愛者」、「同性愛者」、「両性愛者」、「無性愛者」などといったラベルをつけていない・

つけたくない、分類しない・したくない」と回答した人がもっとも多く 62.9％（188 人）でした。また、「使われていた用語や、質

問の意味がわからなかった」と回答した人は全体の 16.1%（48 人）、「まだ決めていない、今決めようとしている最中、迷って

いる、１つに決められない」は 8.4%（25 人）、「自分は異性愛者ではなく、クィア、パンセクシュアルなど、別のアイデンティティ

をもっている」は 2.7%（8 人）、「その他」は 9.4%（28 人）、不詳は 0.7%（2 人）でした。 

 

図表 4 性的指向アイデンティティを「決めたくない・決めていない」理由の分布 [n=299]  

 

18〜19歳 20〜29歳 30〜39歳 40〜49歳 50〜59歳 60〜70歳

異性愛者、すなわちゲイ・レズビアン等ではない［異性のみに性愛感情を抱く人］ 72.4% 78.3% 79.7% 80.3% 82.4% 74.2%

ゲイ・レズビアン・同性愛者［同性のみに性愛感情を抱く人］ 0.0% 0.6% 0.8% 0.4% 0.1% 0.1%

バイセクシュアル・両性愛者［男女どちらにも性愛感情を抱く人］ 8.6% 3.9% 2.5% 1.9% 0.6% 0.3%

アセクシュアル・無性愛者［誰に対しても性愛感情を抱かない人］ 0.0% 1.6% 1.5% 1.1% 0.5% 0.3%

決めたくない・決めていない 8.6% 8.4% 5.7% 6.8% 4.7% 3.1%

質問の意味がわからない 10.3% 6.7% 9.4% 9.3% 11.1% 18.7%

不詳 0.0% 0.4% 0.3% 0.2% 0.7% 3.4%

自分は異性愛者ではなく、クィア、パンセクシュアルなど、別のアイデンティティをもっている 2.7%

まだ決めていない、今決めようとしている最中、迷っている、１つに決められない 8.4%

自分に「異性愛者」、「同性愛者」、「両性愛者」、「無性愛者」などといったラベルをつけていない・

つけたくない、分類しない・したくない

62.9%

使われていた用語や、質問の意味がわからなかった 16.1%

その他 9.4%

不詳 0.7%
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出生時の性別にみた、性的指向アイデンティティを「決めたくない・決めていない」理由【問 55①】  

性的指向アイデンティティを「決めたくない・決めていない」理由を出生時の性別で分けてみると、「自分に「異性愛者」、「同

性愛者」、「両性愛者」、「無性愛者」などといったラベルをつけていない・つけたくない、分類しない・したくない」の割合は、「男」

で 56.9％、「女」で 66.3%です。「使われていた用語や、質問の意味がわからなかった」の割合は、「男」で 25.7%、「女」で

10.5%、「まだ決めていない、今決めようとしている最中、迷っている、１つに決められない」の割合は「男」で 7.3％、「女」で

8.9％、「自分に「異性愛者」、「同性愛者」、「両性愛者」、「無性愛者」などといったラベルをつけていない・つけたくない、分類

しない・したくない」の割合は、「男」4.6%、「女」1.6％でした。また、「その他」を選んだ割合は、「男」で 4.6%、「女」で

12.1%、不詳は、「男」で 0.9％、「女」で 0.5％でした。 

 

図表 4-a 出生時の性別にみた、性的指向アイデンティティを「決めたくない・決めていない」理由の分布 

［「男」n=109, 「女」n=190］ 

 

  

男 女

自分は異性愛者ではなく、クィア、パンセクシュアルなど、別のアイデンティティをもっている 4.6% 1.6%

まだ決めていない、今決めようとしている最中、迷っている、１つに決められない 7.3% 8.9%

自分に「異性愛者」、「同性愛者」、「両性愛者」、「無性愛者」などといったラベルをつけていない・

つけたくない、分類しない・したくない

56.9% 66.3%

使われていた用語や、質問の意味がわからなかった 25.7% 10.5%

その他 4.6% 12.1%

不詳 0.9% 0.5%
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恋愛感情を抱く、性的に惹かれる、セックスの相手の性別【問 56】  

問 56 では、「恋愛感情を抱く相手」、「性的に惹かれる相手」、「セックスの相手」の性別を、(ア)これまでと(イ)最近の 5 年

間についてたずねました。ここでは、出生時男性と出生時女性に分けて集計します。 

 

出生時の性別が男性の回答者の「恋愛

感情を抱く相手」、「性的に惹かれる相

手」、「セックスの相手」をみると、〈これまで〉

についても〈最近の 5 年間〉においても、

「女性のみ」がもっとも多く、おおむね 9 割前

後です。ただし〈最近の 5 年間〉の「恋愛感

情を抱く相手」や「セックスの相手」で「女性

のみ」は若干少なく、それぞれ 83.6%、

80.4％です。 

「女性のみ」の次に高い割合を示すの

は、〈これまで〉の「恋愛感情を抱く相手」や

「性的に惹かれる相手」については「ほとんど

が女性」（3.4%、3.3%）である一方、

〈これまで〉の「セックスの相手」については

「セックスをしたことがない」（6.8%）です。

〈最近の 5 年間〉では、「女性のみ」の次に

高い割合を示すのは「誰に対しても恋愛感

情を抱いたことがない」（8.5%）、「誰に

対しても性的に惹かれたことがない」

（3.3%）、「セックスをしたことがない」

（14.4%）など、「ない」ことを示す項目で

す。 

「男性のみ」、「ほとんどが男性」、「男性と

女性同じくらい」の割合は、「恋愛感情を抱

く相手」、「性的に惹かれる相手」、「セックス

の相手」のいずれも 1％未満であり、それら

割合を合計しても 1％前後でした。 

図表 5-a 出生時の性別が男性の回答者の恋愛的惹かれ、性的惹かれ、

セックスの相手の性別 [n=2,336] 

 

＊「結婚している」および「わからない」は「1〜6 にあてはまらない」のあとに用

意した自由記述欄に書かれた回答で一定数出現したものを抜き出して示

している。 

 

これまで 最近の5年間

誰に対しても恋愛感情を抱いたことがない 2.6% 8.5%

男性のみ 0.4% 0.4%

ほとんどが男性 0.2% 0.3%

男性と女性同じくらい 0.4% 0.5%

ほとんどが女性 3.4% 2.4%

女性のみ 90.9% 83.6%

１〜６にあてはまらない 1.2% 2.6%

結婚している 0.0% 0.1%

(恋愛感情が）わからない 0.0% 0.0%

不詳 0.9% 1.6%

合計 100.0% 100.0%

これまで 最近の5年間

誰に対しても性的に惹かれたことがない 1.2% 3.3%

男性のみ 0.5% 0.5%

ほとんどが男性 0.3% 0.3%

男性と女性同じくらい 0.6% 0.6%

ほとんどが女性 3.3% 3.0%

女性のみ 92.3% 88.7%

１〜６にあてはまらない 0.8% 1.7%

結婚している 0.0% 0.1%

(性的惹かれが）わからない 0.0% 0.0%

不詳 1.0% 1.7%

合計 100.0% 100.0%

これまで 最近の5年間

セックスをしたことがない 6.8% 14.4%

男性のみ 0.5% 0.6%

ほとんどが男性 0.1% 0.1%

男性と女性同じくらい 0.2% 0.1%

ほとんどが女性 1.3% 0.9%

女性のみ 89.3% 80.4%

１〜６にあてはまらない 0.6% 1.7%

結婚している 0.0% 0.0%

不詳 1.2% 1.8%

合計 100.0% 100.0%

恋愛感情を抱く相手

性的に惹かれる相手

セックスの相手
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次に、出生時の性別が女性の回答者の

「恋愛感情を抱く相手」、「性的に惹かれる

相手」、「セックスの相手」をみると、〈これま

で〉でも〈最近の 5 年間］でも、「男性の

み」がもっとも多く、おおむね 7〜8 割台で

す。ただし〈最近の 5 年間〉のほうが〈これま

で〉よりも少なく、「恋愛感情を抱く相手」

「性的に惹かれる相手」「セックスの相手」で

「男性のみ」の割合は、それぞれ 71.1%、

71.8%、69.9％です。 

「男性のみ」の次に高い割合を示すの

は、〈これまで〉の「恋愛感情を抱く相手」や

「性的に惹かれる相手」では「ほとんどが男

性」（9.7%、8.0%）に対し、〈これまで〉

の「セックスの相手」では「セックスをしたことが

ない」（8.0%）でした。〈最近の 5 年間〉

では、「男性のみ」の次に高い割合を示すの

は「誰に対しても恋愛感情を抱いたことがな

い」（19.5%）、「誰に対しても性的に惹

かれたことがない」（16.6%）、「セックスを

したことがない」（23.4%）など、「ない」こ

とを示す項目です。なお、出生時の性別が

男性の回答者に比べ、〈これまで〉と〈最近

の 5 年間〉の差が大きくなっています。 

「女性のみ」、「ほとんどが女性」、「男性と

女性同じくらい」の割合は、「恋愛感情を抱

く相手」、「性的に惹かれる相手」、「セックス

の相手」のいずれにおいても 1％前後であ

り、それら割合を合計しても 1〜2％でし

た。 

 

 

図表 5-b 出生時の性別が女性の回答者の恋愛的惹かれ、性的惹かれ、

セックスの相手の性別 [n=3,001] 

 

＊「結婚している」および「わからない」は「1〜6 にあてはまらない」のあとに用

意した自由記述欄に書かれた回答で一定数出現したものを抜き出して示

している。 

 

 

 

 

 

 

これまで 最近の5年間

誰に対しても恋愛感情を抱いたことがない 2.8% 19.5%

男性のみ 83.7% 71.1%

ほとんどが男性 9.7% 3.4%

男性と女性同じくらい 1.0% 0.6%

ほとんどが女性 0.4% 0.3%

女性のみ 0.2% 0.4%

１〜６にあてはまらない 0.9% 2.8%

結婚している 0.0% 0.2%

(恋愛感情が）わからない 0.1% 0.1%

不詳 1.1% 1.7%

合計 100.0% 100.0%

これまで 最近の5年間

誰に対しても性的に惹かれたことがない 4.6% 16.6%

男性のみ 82.8% 71.8%

ほとんどが男性 8.0% 4.7%

男性と女性同じくらい 1.3% 1.4%

ほとんどが女性 0.5% 0.3%

女性のみ 0.2% 0.3%

１〜６にあてはまらない 1.1% 2.7%

結婚している 0.0% 0.1%

(性的惹かれが）わからない 0.1% 0.0%

不詳 1.4% 2.0%

合計 100.0% 100.0%

これまで 最近の5年間

セックスをしたことがない 8.0% 23.4%

男性のみ 87.2% 69.9%

ほとんどが男性 1.2% 0.6%

男性と女性同じくらい 0.2% 0.1%

ほとんどが女性 0.1% 0.1%

女性のみ 0.3% 0.3%

１〜６にあてはまらない 0.9% 2.8%

結婚している 0.0% 0.0%

不詳 2.1% 2.7%

合計 100.0% 100.0%

恋愛感情を抱く相手

性的に惹かれる相手

セックスの相手
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２  家族・性のあり方についての認識と考え方  

身近な同性愛者や性別を変えた人についての考え方【問 52】  

問 52 では、職場の同僚、自分の子ども、仲の良い友人が同性愛者だった場合にどう思うか、また性別を変えた人だった場

合にどう思うかを、「嫌ではない」、「どちらかといえば嫌ではない」、「どちらかといえば嫌だ」、「嫌だ」の 4 つの選択肢を用いてたず

ねました。「嫌だ」と「どちらかといえば嫌だ」の割合の合計は、職場の同僚が同性愛者だった場合（「職場の同僚（同性愛

者）」）、あるいは性別を変えた人だった場合（「職場の同僚（性別を変えた人）」）ではそれぞれ 14.1%、13.3%、仲の

良い人が同性愛者だった場合（「仲の良い人（同性愛者）」）、あるいは性別を変えた人だった場合（「仲の良い人（性

別を変えた人）」）ではそれぞれ 19.9％、18.9%でした。このように、同僚や友人が性的マイノリティの場合に否定的な感情

を示す人は２割未満です。一方で、自分の子どもが同性愛者だった場合（「自分の子ども（同性愛者）」）、あるいは性別

を変えた人だった場合（「自分の子ども（性別を変えた人）」）には、その割合はそれぞれ 47.8%、47.2%と約半数に及び

ます。 

 

図表 6 身近な人が同性愛者・性別を変えた人だったらどう思うか [n=5,339] 

 

同性愛者【問 57】や性別を変えた人【問 58】が、身近にいるか否かの認識  

問 57 と問 58 では、身近な人の中に性的マイノリティがいるか否かについて、「いる」、「そうかもしれない人がいる」、「いない

と思う」、「いない」の 4 つの選択肢を用いてたずねました。身近に同性愛者がいるか否かについてたずねた問 57 では、「いる」

は全体で 10.9%、10 代から 40 代までは 10%を超えており、20 代で 18.0%、30 代で 15.8%、40 代で 11.5%、10

代で 10.3%であるのに対し、50 代では 7.5%、60 代では 5.1%でした。これを自認する性別、シス・トランス別、性的指向

アイデンティティ別でみると、「いる」が高いのは、「男性・女性にあてはまらない」（25.0%）、［トランスジェンダー］

（21.9%）、「同性愛者・両性愛者」（33.3%）でした。 

 

62.7 

31.2 

55.0 

64.3 

32.6 

57.4 

22.2 

19.6 

24.1 

21.4 

18.8 

22.7 

9.8 

30.6 

13.4 

9.0 

28.2 

12.4 

4.3 

17.2 

6.5 

4.2 

19.1 

6.5 

1.0 

1.3 

1.0 

1.1 

1.4 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職場の同僚（同性愛者）[14.1]

自分の子ども（同性愛者）[47.8]

仲の良い友人（同性愛者）[19.9]

職場の同僚（性別を変えた人）[13.3]

自分の子ども（性別を変えた人）[47.2]

仲の良い友人（性別を変えた人）[18.9]

嫌ではない どちらかといえば嫌ではない どちらかといえば嫌だ 嫌だ 不詳

「嫌だ」と「どちらかといえば嫌だ」の合計割合
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図表 7 身近に同性愛者がいるか否か（全体、年齢別）[n=5,339] 

 

図表 8 身近に同性愛者がいるか否か（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 
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11.7 
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5.3 

50.4 

53.4 

47.9 
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47.0 

28.9 

25.9 

22.1 

24.6 

25.0 

29.6 

41.4 

0.5 

0.0 

0.6 
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0.2 

0.3 

1.2 
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全体[79.3]

18〜19歳[79.3]

20〜29歳[70.0]

30〜39歳[72.4]

40〜49歳[78.6]

50〜59歳[83.0]

60〜70歳[88.4]

いる そうかもしれない人がいる いないと思う いない 不詳

「いない」と「いないと思う」の合計割合
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女性[76.5]

男性・女性にあてはまらない[54.2]

シスジェンダー[79.6]

トランスジェンダー[59.4]

異性愛者[79.9]

同性愛者・両性愛者[50.0]

無性愛者[73.5]

決めたくない・決めていない[64.2]

質問の意味がわからない[89.7]

いる そうかもしれない人がいる いないと思う いない 不詳

「いない」と「いないと思う」の合計割合
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身近に性別を変えた人あるいはそうしようと考えている人がいるか否かについてたずねた問 58 では、前述の身近に同性愛者

がいるか否かに比べ、「いる」が低く、全体で 4.7％、相対的に値の高い 20 代と 30 代でも 7%前後でした。自認する性別、

シス・トランスの別、性的指向アイデンティティ別に分けてみると、「いる」が高いのは、「男性・女性にあてはまらない」の 20.8%、

［トランスジェンダー］の 21.9%、「同性愛者・両性愛者」の 12.3%でした。他方で、「いない」もしくは「いないと思う」は（図

表上では各カテゴリーのあとに［ ］で表記）、「男性・女性にあてはまらない」では 66.7%、［トランスジェンダー］では

68.8%でした。 

 

図表 9 身近に性別を変えた人あるいはそうしようと考えている人がいるか否か（全体、年齢別）[n=5,339] 
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18〜19歳[92.2]

20〜29歳[88.9]

30〜39歳[87.6]

40〜49歳[91.7]

50〜59歳[93.4]

60〜70歳[93.4]

いる そうかもしれない人がいる いないと思う いない 不詳

「いない」と「いないと思う」の合計割合
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図表 10 身近に性別を変えた人・そうしようと考えている人がいるか否か 

（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 

 

家族と性の多様性に関わる制度についての考え方【問 59】  

問 59 では、家族と性の多様性に関わる制度や取り組みにかんする 7 つの項目を提示し、それぞれに対する考え方を「賛

成」、「やや賛成」、「やや反対」、「反対」の 4 つの選択肢から選んでもらいました。7 項目のいずれも、「賛成」または「やや賛

成」と答えた割合（以下、賛成割合）は 75%を超えており、4 人中 3 人はそれらの考え方に賛同していることがわかりまし

た。賛成割合の高い順に項目を並べると、もっとも高いのは賛成割合が 90％を超える「職場・学校・地域で、同性愛者や性

別を変えた人も、差別なく公平に扱われるための法律・条例の整備」（92.0%）であり、次いで賛成割合が 90％に満たな

いものの 85％を超える「職場、学校、地域における、多様な性のあり方についての啓発」（89.9%）、「同性愛という性のあ

り方があることや、性別を変えたいと望む人のことを義務教育で教えること」（87.8%）、「親が育てられない子どもを、同性カッ

プルが養子や里子として迎え、育てることのできる制度」（86.3%）、さらには賛成割合が 80％を超える「妻と夫の姓（名

字）を同じにしなくても、法的に結婚できる制度（選択的夫婦別姓制度）」（83.9%）、「同性カップル（女どうし・男どうし

のカップル）が法的に結婚できる制度」（83.3%）であり、もっとも賛成割合が低いとはいえ約 80％とみなせる「女どうしのカッ

プルが、生殖補助医療などによって、子どもを持てるように支援する」（78.9%）の順番でした。 
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「いない」と「いないと思う」の合計割合



16 

 

図表 11 家族と性の多様性に関わる制度についての考え方に対する賛否 [n=5,339]  

 

 

以下では、7 つの項目についての考え方について、年齢別、自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別に

みていきます。 

「同性カップル（女どうし・男どうしのカップル）が、法的に結婚できる制度」については、全体では「賛成」が 53.4％、「やや

賛成」が 29.8％、「やや反対」が 9.5％、「反対」が 6.1％です。「賛成」を年齢別にみると、10 代で 71.6％、20 代で

71.8％に対して 60 代で 39.0％と、年齢が若いほうが高い傾向がみられます。 

 

図表 12 「同性カップル（女どうし・男どうしのカップル）が、法的に結婚できる制度」に対する賛否（全体、年齢別）

[n=5,339] 
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自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別に「賛成」をみると、［男性］（43.5％）と［女性］

（61.1％）よりも「男性・女性にあてはまらない」（91.7％）で高く、［シスジェンダー］（53.4％）よりも［トランスジェンダ

ー］（90.6％）で高く、「異性愛者」（54.3％）よりも「同性愛者・両性愛者」（85.1％）と 「無性愛者」（77.6％）

で高く、性的マイノリティの回答者で高くなる傾向がみられましたが、どのグループでも「賛成」と「やや賛成」を合わせた「賛成割

合」は７割以上でした。 

 

図表 13 「同性カップル（女どうし・男どうしのカップル）が、法的に結婚できる制度」に対する賛否 

（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 

 

 

「妻と夫の姓（苗字）を同じにしなくても、法的に結婚できる制度（選択的夫婦別姓制度）」については、全体では「賛

成」が 58.3％、「やや賛成」が 25.6％、「やや反対」が 9.7％、「反対」が 5.6％です。「賛成」を年齢別にみると、10 代で

72.4％、20 代で 70.7％に対して 60 代で 47.1％と、年齢が若いほうが高くなっています。 

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別に「賛成」をみると、［男性］（49.5％）よりも［女性］

（65.4％）と「男性・女性にあてはまらない」（79.2％）で高く、［シスジェンダー］（58.4％）よりも［トランスジェンダ

ー］（78.1％）で高く、「異性愛者」（59.0％）よりも「同性愛者・両性愛者」（77.2％）と 「無性愛者」（69.4％）

で高く、［女性］や性的マイノリティの回答者で高くなる傾向がみられました。 
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図表 14 「妻と夫の姓（苗字）を同じにしなくても、法的に結婚できる制度（選択的夫婦別姓制度）」に対する賛否 

（全体、年齢別）[n=5,339] 

 

 

図表 15 「妻と夫の姓（苗字）を同じにしなくても、法的に結婚できる制度（選択的夫婦別姓制度）」に対する賛否 

（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 

 

58.3 

72.4 

70.7 

65.0 

57.5 

55.4 

47.1 

25.6 

22.4 

20.7 

21.9 

27.1 

26.5 

29.6 

9.7 

1.7 

5.7 

7.0 

9.2 

11.1 

14.6 

5.6 

3.5 

2.3 

5.2 

5.8 

6.3 

7.2 

0.8 

0.0 

0.6 

0.8 

0.5 

0.7 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

18〜19歳

20〜29歳

30〜39歳

40〜49歳

50〜59歳

60〜70歳

賛成 やや賛成 やや反対 反対 不詳

49.5 

65.4 

79.2 

58.4 

78.1 

59.0 

77.2 

69.4 

70.6 

44.9 

28.3 

23.5 

16.7 

25.6 

18.8 

25.3 

16.7 

18.4 

20.1 

32.5 

12.5 

7.5 
0.0 

9.7 
0.0 

9.7 

4.4 

8.2 

5.7 

11.6 

8.9 

3.0 

4.2 

5.6 

3.1 

5.5 
0.9 

4.1 

3.3 

9.0 

0.8 

0.6 

0.0 

0.7 

0.0 

0.6 

0.9 

0.0 

0.3 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

男性・女性にあてはまらない

シスジェンダー

トランスジェンダー

異性愛者

同性愛者・両性愛者

無性愛者

決めたくない・決めていない

質問の意味がわからない

賛成 やや賛成 やや反対 反対 不詳



 19 

 

「親が育てられない子どもを、同性カップルが養子や里子として迎え、育てることのできる制度」については、全体では「賛成」

が 56.9％、「やや賛成」が 29.4％、「やや反対」が 8.0％、「反対」が 4.7％です。「賛成」を年齢別にみると、10 代で

67.2％、20 代で 71.0％に対して、60 代で 44.1％と、年齢が若いほうが高い傾向がみられます。 

 

図表 16 「親が育てられない子どもを、同性カップルが養子や里子として迎え、育てることができる制度」に対する賛否 

（全体、年齢別）[n=5,339] 

 

 

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別に「賛成」をみると、［男性］（46.9％）よりも［女性］

（64.8％）と「男性・女性にあてはまらない」（79.2％）で高く、［シスジェンダー］（57.0％）よりも［トランスジェンダ

ー］（78.1％）で高く、「異性愛者」（57.6％）よりも「同性愛者・両性愛者」（80.7％）と「無性愛者」（75.5％）で

高く、［女性］や性的マイノリティの回答者で高くなる傾向がみられました。 
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図表 17 「親が育てられない子どもを、同性カップルが養子や里子として迎え、育てることができる制度」に対する賛否 

（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 

 

「女どうしのカップルが、生殖補助医療などによって、子どもを持てるようにする制度」については、全体では「賛成」が

47.8％、「やや賛成」が 31.1％、「やや反対」が 13.3％、「反対」が 6.5％です。「賛成」を年齢別にみると、10 代で

62.1％、20 代で 67.1％に対して 60 代で 32.2％、年齢が若いほうが高い傾向がみられます。 

 

図表 18 「女どうしのカップルが、生殖補助医療などによって、子どもを持てるようにする制度」に対する賛否 

（全体、年齢別）[n=5,339] 
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自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別に「賛成」をみると、［男性］（41.6％）よりも［女性］

（52.7％）と「男性・女性にあてはまらない」（75.0％）で高く、［シスジェンダー］（47.8％）よりも［トランスジェンダ

ー］（75.0％）で高く、「異性愛者」（48.6％）よりも「同性愛者・両性愛者」（71.1％）と 「無性愛者」（71.4％）

で高く、［女性］や性的マイノリティの回答者で高くなる傾向がみられました。 

 

図表 19 「女どうしのカップルが、生殖補助医療などによって、子どもを持てるようにする制度」に対する賛否 

（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 

 

 

「職場・学校・地域で、同性愛者や性別を変えた人も、差別なく公平に扱われるための法律・条例の整備」については、全

体では「賛成」が 66.7％、「やや賛成」が 25.3％、「やや反対」が 4.1％、「反対」が 2.9％です。「賛成」を年齢別にみると、

10 代で 81.0％、20 代で 79.0％に対し、60 代で 57.0％と、年齢が若いほうが高い傾向がみられます。 

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別に「賛成」をみると、［男性］（58.1％）よりも［女性］

（73.7％）と「男性・女性にあてはまらない」（79.2％）で高く、［シスジェンダー］（66.9％）よりも［トランスジェンダ

ー］（78.1％）で高く、「異性愛者」（68.2％）よりも「同性愛者・両性愛者」（89.5％）と 「無性愛者」（83.7％）

で高く、［女性］と性的マイノリティの回答者で高くなる傾向がみられました。 
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図表 20 「職場・学校・地域で、同性愛者や性別を変えた人も、差別なく公平に扱われるための法律・条例の整備」に対す

る賛否（全体、年齢別）[n=5,339] 

 

 

図表 21 「職場・学校・地域で、同性愛者や性別を変えた人も、差別なく公平に扱われるための法律・条例の整備」に対す

る賛否（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 
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「職場、学校、地域における、多様な性のあり方についての啓発」に対する賛否については、全体では「賛成」が 60.8％、

「やや賛成」が 29.1％、「やや反対」が 5.9％、「反対」が 3.0％です。「賛成」を年齢別にみると、10 代で 73.3％、20 代で

75.7％に対して 60 代で 49.0％と、年齢が若いほうが高い傾向がみられます。 

 

図表 22 「職場、学校、地域における、多様な性のあり方についての啓発」に対する賛否（全体、年齢別）[n=5,339] 

 

 

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別に「賛成」をみると、自認する性別では［男性］（51.9％）

よりも［女性］（68.0％）と「男性・女性にあてはまらない」（70.8％）で高く、［シスジェンダー］（60.9％）よりも［ト

ランスジェンダー］（71.9％）で高く、「異性愛者」（62.3％）よりも「同性愛者・両性愛者」（78.1％）と 「無性愛者」

（69.2％）で高く、［女性］や性的マイノリティの回答者で高くなる傾向がみられました。 

 

  

60.8

73.3

75.7

68.6

60.2

55.9

49.0

29.1

19.8

18.8

24.4

29.3

33.3

36.2

5.9

5.2

2.8

3.4

5.7

7.0

9.2

3.0

0.9

1.9

2.9

4.2

2.6

3.3

1.1

0.9

0.9

0.6

0.6

1.2

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

18〜19歳

20〜29歳

30〜39歳

40〜49歳

50〜59歳

60〜70歳

賛成 やや賛成 やや反対 反対 不詳



24 

 

図表 23 「職場、学校、地域における、多様な性のあり方についての啓発」に対する賛否 

（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 

 

「同性愛という性のあり方があることや、性別を変えたいと望む人のことを、義務教育で教えること」については、全体では「賛

成」が 55.5％、「やや賛成」が 32.4％、「やや反対」が 7.6％、「反対」が 3.4％です。「賛成」を年齢別にみると、10 代で

70.7％、20 代で 69.9％に対して 60 代で 44.9％と、年齢が若いほうが高くなっています。 

 

図表 24 「同性愛という性のあり方があることや、性別を変えたいと望む人のことを、義務教育で教えること」に対する賛否 

（全体、年齢別）[n=5,339] 
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自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別に「賛成」をみると、［男性］（48.2％）よりも［女性］

（61.4％）と「男性・女性にあてはまらない」（66.7％）で高く、［シスジェンダー］（55.6％）よりも［トランスジェンダ

ー］（68.8％）で高く、「異性愛者」（56.8％）と「無性愛者」（57.1％）よりも「同性愛者・両性愛者」（74.6％）で

高く、［女性］や性的マイノリティの回答者で高くなる傾向がみられました。 

 

図表 25 「同性愛という性のあり方があることや、性別を変えたいと望む人のことを、義務教育で教えること」に対する賛否 

（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 
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居住する自治体のパートナーシップ制度の認知【問 60(1)】  

問 60(1)では、自身の居住する自治体にパートナーシップ制度があるかどうかを回答者が認知しているのか、についてたずね

ました。回答者の居住地は、調査対象者を抽出するために必要であったことから、2022 年 1 月時点の住民登録上の自治

体名として把握されています（調査対象者の抽出方法の詳細は、本報告書の「調査概要」を参照）。そこで、まず、回答者

の住民登録上の自治体が、調査実施時の 2023 年 3 月時点で、パートナーシップ制度もしくはファミリーシップ制度を導入し

ていたかを確認しました2。その結果、制度が「ある」自治体に居住する（正確には 2022 年 1 月時点でその自治体に住民登

録していた）回答者は 5,339 人中 3,742 人、「ない」自治体に居住する回答者は 1,568 人でした。なお、調査票の郵送

時に実施側で付与していた整理番号を、回答した後に切り取って返送されたため、居住する自治体が不明である回答者が 9

人いました。 

制度が「ない」自治体に居住する 1,568 人の場合、自身の居住する自治体に「制度がある・導入が決定している」が

1.5%、「制度はない」が 16.5%に対して、制度が「ある」自治体に居住する 3,762 人の場合には、それぞれ 7.3%、8.9％

で、いずれの場合にも「制度があるかどうか、わからない」が 80％を超えていました。 

 

図表 26 居住する自治体のパートナーシップ制度の有無別にみた、制度の有無の認知［n=5,339］ 

 

 

次に、制度が「ある」自治体に居住する 3,742 人について、年齢別にみると、どの年齢でも、「制度があるかどうか、わからな

い」が 80%台であり、「制度がある・導入が決定している」と（正しく）認知しているのは 6.7〜8.9%で、1 割未満でした。 

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別に「制度がある・導入が決定している」をみると、自認する性別

では、［男性］の 7.6%、［女性］の 7.1%に対し「男性・女性にあてはまらない」は 9.1%、シス・トランス別では、［シスジ

ェンダー］の 7.3％に対し［トランスジェンダー］は 10.3%、性的指向アイデンティティ別では、「異性愛者」の 7.3%に対し

「同性愛者・両性愛者」は 14.3％、「無性愛者」は 15.6%であり、性的マイノリティの回答者で高くなる傾向がみられました。

その一方で、性的マイノリティの回答者では、「制度はない」が高くなる傾向もみられました。 

 

 

 

2
 2020 年国勢調査の基本単位区から抽出された 360 の調査地点が含まれる都道府県のうち、2023 年 3 月時点で制度が導入され

ていたのは 12 都道府県でした。同じく 360 の調査地点が含まれる市区町村のうち、制度が導入されていたのは 114 市区町村でした。 
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図表 27 パートナーシップ制度の「ある」自治体に居住する回答者における、同制度導入の有無の認知（全体、年齢別）

［n=3,742］ 

 

 

図表 28 パートナーシップ制度の「ある」自治体に居住する回答者における、同制度導入の有無の認知 

（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）［n=3,742］ 

 

7.6 

7.1 

9.1 

7.3 

10.3 

7.3 

14.3 

15.6 

11.7 
3.4 

7.6 

9.5 

36.4 

8.7 

34.5 

8.1 

16.7 

15.6 

15.4 

8.6 

84.2 

82.7 

54.5 

83.4 

55.2 

84.2 

69.0 

68.8 

72.0 

86.5 

0.5 

0.6 

0.0 

0.6 

0.0 

0.4 

0.0 

0.0 

0.9 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

男性・女性にあてはまらない

シスジェンダー

トランスジェンダー

異性愛者

同性愛者・両性愛者

無性愛者

決めたくない・決めていない

質問の意味がわからない

制度がある・導入が決定している 制度はない 制度があるかどうか、わからない 不詳



28 

 

居住する自治体のパートナーシップ制度利用に対する関心【問 60(2)】  

問 60(2)では、自身の居住する自治体にパートナーシップ制度が導入されているか否かに関わらず、パートナーシップ制度を

利用したいかどうかについてたずね、「利用している・利用予定である」、「利用を検討している」、「自分が利用できるような制度

や条件が整ったら利用したい」、「相手がいれば利用したい」、「利用しない」、「制度の内容を知らない」の６つの選択肢から選

んでもらいました。全体では、「制度の内容を知らない」が 53.5％で過半数を超えており、次いで「利用しない」が 35.6％、

「相手がいれば利用したい」が 7.4％、「自分が利用できるような制度や条件が整ったら利用したい」が 1.4％、「利用している・

利用予定である」が 0.3％、「利用を検討している」が 0.2％でした。 

年齢別にみると、いずれの年齢でも、「利用している・利用予定である」と「利用を検討している」が 1%未満で、「制度の内

容を知らない」と「利用しない」が大半を占めていますが、「自分が利用できるような制度や条件が整ったら利用したい」は若い年

齢で高く、10 代（19.8%）や 20 代（13.0%）では１割を超えています。 

 

図表 29 パートナーシップ制度利用に対する関心（全体、年齢別）[n=5,339] 
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自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にみると、性的マイノリティである「男性・女性にあてはまらない」

や［トランスジェンダー］、「同性愛者・両性愛者」、「無性愛者」では、「利用を検討している」、「自分が利用できるような制

度や条件が整ったら利用したい」、「相手がいれば利用したい」が相対的に高くなっています。その一方で、「制度の内容を知ら

ない」については、［男性］（53.8%）と［女性］（53.5%）よりも「男性・女性にあてはまらない」（41.7%）で低く、

［シスジェンダー］（53.7%）よりも［トランスジェンダー］（43.8%）で低く、「異性愛者」（53.4%）よりも「同性愛者・

両性愛者」（33.3%）と「無性愛者」（34.7%）で低く、性的マイノリティのほうが少ないものの、6 つの選択肢の中ではもっ

とも多く選ばれており、総じて、パートナーシップ制度の内容が知られていない傾向にあることがわかりました。 

 

図表 30 パートナーシップ制度利用に対する関心（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）

[n=5,339] 
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３  男女の役割・家族についての考え方  

男女の役割と家族についての考え【問 51】  

問 51 では、結婚、子どもを持つこと、子育てにかんする 7 つの項目を提示し、それぞれに対する考えを「そう思う」、「どちら

かといえばそう思う」、「どちらかといえばそう思わない」、「そう思わない」の 4 つの選択肢を選んでもらう形でたずねました（図表

上では各項目の後に[ ]で「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の回答者の割合の合計を示しています）。 

「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計割合（以下、賛成割合）が高い順に項目を並べると、もっとも高いのは賛成

割合が 70％を超える「男どうしや、女どうしのカップルが、子どもを育ててもよい」（76.6％）、次いで賛成割合が 60％を超え

る「結婚した男性にとって、家族と過ごす時間は仕事の成功よりも重要だ」（68.4%）、「夫と妻は、名字（姓）を同じにす

る必要はなく、名字が違ってもよい」（64.6%）、さらには賛成割合が 50％前後である「結婚せずに、子どもを持ってもよい」

（51.7%）、「男女が一緒にくらすなら結婚すべきである」（45.8%）、賛成よりも反対がかなり多い「結婚したら、子どもは

持つべきだ」（37.9%）、「結婚後は、夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」（10.2%）の順でした。「結婚したら、子ども

は持つべきだ」と「結婚後は、夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」では、「どちらかといえばそう思わない」と「そう思わない」の

合計割合（以下、反対割合）がそれぞれ 61.2％、88.9%であり、とくに後者では、ほぼ 9 割に達していました。 

 

図表 31 結婚、子どもを持つこと、子育てにかんする考え（全体）[n=5,339]

 

 

以下では、7 つの項目について、年齢別と、自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別に集計した結果を

みていきます。 

「男女が一緒にくらすなら結婚すべきである」については、賛成割合は 45.8％に対し、反対割合は 53.4％でした。これを

年齢別にみると、40 代以上の場合、年齢が上がるにつれて賛成割合が高くなり、60 代で 62.6％であるのに対し、30 代以

下の場合には 35％前後でした。これを自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にみると、賛成割合が高

いのは、［男性］（54.1％）、［シスジェンダー］（45.9％）、「異性愛者」（46.6％）であり、［女性］や性的マイノリ

ティの回答者で反対割合が高くなる傾向がみられました。 
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図表 32 「男女が一緒にくらすなら結婚すべきである」に対する考え（全体、年齢別）[n=5,339] 

 

図表 33 「男女が一緒にくらすなら結婚すべきである」に対する考え 

（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 
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［男性］（47.2％）、［女性］（30.8％）［シスジェンダー］（38.0％）、「異性愛者」（38.9％）であり、性的マイ

ノリティの回答者で反対割合が高くなる傾向がみられました。 

 

図表 34 「結婚したら、子どもは持つべきだ」に対する考え（全体、年齢別）[n=5,339] 

 

図表 35 「結婚したら、子どもは持つべきだ」に対する考え 

（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 
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「結婚せずに、子どもを持ってもよい」については、賛成割合は 51.7％に対し、反対割合は 47.2％でした。これを年齢別に

みると、賛成割合が高いのは 30 代と 40 代でそれぞれ 56.9％と 54.9％であり、20 代と 50 代ではほぼ 50％、10 代と

60 代ではほぼ 45％でした。これを自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にみると、賛成割合が高いの

は、「男性・女性にあてはまらない」（66.7％）、［トランスジェンダー］（68.8％）、「無性愛者」（75.5％）、「同性愛

者・両性愛者」（66.7％）であり、性的マイノリティの回答者で賛成割合が高くなる傾向がみられました。 

 

図表 36 「結婚せずに、子どもを持ってもよい」に対する考え（全体、年齢別）[n=5,339] 
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図表 37 「結婚せずに、子どもを持ってもよい」に対する考え 

（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 

 

 

「結婚後は、夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」については、賛成割合は 10.2％に対し、反対割合は 88.9％でした。

これを年齢別にみると、賛成割合はいずれも 10％程度にとどまり、40 代以上で 10％を超えるのに対し、30 代以下で 10％

を下回っていました。これを自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にみると、賛成割合は［男性］

（13.3％）、［シスジェンダー］（10.3％）でやや高いものの、いずれも反対割合が 8 割を超えていました。 
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図表 38 「結婚後は、夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」に対する考え（全体、年齢別）[n=5,339] 

 

 

図表 39 「結婚後は、夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」に対する考え 

（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 
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「夫と妻は、名字（姓）を同じにする必要はなく、名字が違ってもよい」については、賛成割合は 64.6％に対し、反対割合

は 34.3％でした。これを年齢別にみると、40 代以上の場合、年齢が上がるにつれて賛成割合が低くなり、60 代で 56.5％

であるのに対し、30 代以下の場合には 70％前後でした。これを自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別

にみると、賛成割合が高いのは、「男性・女性にあてはまらない」（79.2％）、［女性］（70.6％）、［トランスジェンダー］

（78.1％）、「同性愛者・両性愛者」（80.7％）、「無性愛者」（79.6％）であり、［女性］や性的マイノリティの回答

者で賛成割合が高くなる傾向がみられました。 

 

図表 40 「夫と妻は、名字（姓）を同じにする必要はなく、名字が違ってもよい」に対する考え 

（全体、年齢別）[n=5,339] 
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図表 41 「夫と妻は、名字（姓）を同じにする必要はなく、名字が違ってもよい」に対する考え 

（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 

 

 

「結婚した男性にとって、家族と過ごす時間は仕事の成功よりも重要だ」については、賛成割合は 68.4％に対し、反対割

合は 30.2％でした。これを年齢別にみると、40 代でやや低い 66.1％、50 代と 60 代はほぼ 68％、30 代以下はほぼ

70％でした。これを自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にみると、賛成割合が高いのは、「男性・女性

にあてはまらない」（75.0％）、［男性］（72.0％）、［トランスジェンダー］（71.9％）、「無性愛者」（71.4％）、

「異性愛者」（70.1％）でした。 
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図表 42 「結婚した男性にとって、家族と過ごす時間は仕事の成功よりも重要だ」に対する考え 

（全体、年齢別）[n=5,339] 

 

 

図表 43 「結婚した男性にとって、家族と過ごす時間は仕事の成功よりも重要だ」に対する考え 

（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 

 

 

18.0

22.4

21.0

20.1

16.6

16.4

17.1

50.4

47.4

49.8

49.5

49.5

52.2

51.1

20.6

16.4

16.3

18.6

22.2

22.3

22.2

9.6

12.1

12.2

11.2

10.3

7.6

7.7

1.3

1.7

0.7

0.6

1.5

1.6

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[68.4]

18〜19歳[69.8]

20〜29歳[70.7]

30〜39歳[69.6]

40〜49歳[66.1]

50〜59歳[68.6]

60〜70歳[68.2]

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 不詳

「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計割合

24.3

13.2

25.0

18.0

25.0

17.9

15.8

24.5

16.4

19.7

47.7

52.8

50.0

50.6

46.9

52.2

43.9

46.9

49.8

41.8

17.8

23.0

8.3

20.7

15.6

20.9

21.9

16.3

18.4

19.7

9.1

9.8

16.7

9.5

12.5

8.1

16.7

10.2

12.7

16.4

1.2

1.2

0.0

1.2

0.0

0.9

1.8

2.0

2.7

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性[72.0]

女性[65.9]

男性・女性にあてはまらない[75.0]

シスジェンダー[68.6]

トランスジェンダー[71.9]

異性愛者[70.1]

同性愛者・両性愛者[59.6]

無性愛者[71.4]

決めたくない・決めていない[66.2]

質問の意味がわからない[61.5]

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 不詳

「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計割合



 39 

 

「男どうしや、女どうしのカップルが、子どもを育ててもよい」については、賛成割合は 76.6％であるのに対し、反対割合は

22.1％でした。これを年齢別にみると、賛成割合は 10 代と 20 代で 85.3％、86.0％と高く、30 代以降は年齢とともに低く

なり、60 代では 65.7％でした。これを自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にみると、賛成割合が高

いのは、「男性・女性にあてはまらない」（95.8％）、［女性］（83.7％）、［トランスジェンダー］（93.8％）、「無性愛

者」（98.0％）、「同性愛者・両性愛者」（89.5％）であり、［女性］や性的マイノリティの回答者で賛成割合が高くなる

傾向がみられました。 

 

図表 44 「男どうしや、女どうしのカップルが、子どもを育ててもよい」に対する考え（全体、年齢別）[n=5,339] 
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図表 45 「男どうしや、女どうしのカップルが、子どもを育ててもよい」に対する考え 

（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 
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４  心身の健康  

現在の健康状態【問 11】  

問 11 では、現在の健康状態についてたずねました。全体では、「よい」が 23.6％、「まあよい」が 28.1%、「ふつう」が

34.6％で、「健康である」とみなせるこれら 3 つを合わせると 86.3％に達しています。一方、「あまりよくない」が 12.0％、「よく

ない」が 1.4％でした。 

年齢別にみると、「よい」と「まあよい」の合計は 10 代の 78.4％から 60 代の 41.2％へと年齢とともに少なくなるのに対し、

「ふつう」や「あまりよくない」は 10 代の 18.1％、3.4％から 60 代の 42.7％、14.0％へと年齢とともに多くなっていましたが、

「よくない」はいずれの年齢でも極めて少なく、2％未満でした。 

 

図表 46 現在の健康状態の分布（全体、年齢別）[n=5,339] 
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自認する性別にみると、「男性・女性にあてはまらない」では「あまりよくない」が 25.0％、「よくない」が 8.3％で、［男性］の

12.8％、1.5％、［女性］の 11.3％、1.3％よりも高くなっています。シス・トランス別にみると、［トランスジェンダー］では

「あまりよくない」が 25.0％、「よくない」が 6.3％で、［シスジェンダー］の 11.9％、1.4％よりも高くなっています。性的指向ア

イデンティティ別にみると、「無性愛者」では「あまりよくない」が 24.5％、「よくない」が 2.0％、「同性愛者・両性愛者」ではそれ

ぞれ 16.7%、2.6%で、いずれも「異性愛者」の 11.4％、1.2％よりも高くなっています。性的マイノリティの回答者で自分自

身を健康ではないと回答する傾向がみられました。 

 

図表 47 現在の健康状態の分布（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 

 

喫煙習慣【問 12】  

問 12 では、喫煙習慣についてたずねました。全体では、「吸わない」が 76.2％でもっとも多く、「以前は吸っていたが最近 1

か月以上吸ってない」の 6.2％と合わせると約 8 割の回答者は喫煙習慣がないのに対して、「毎日吸っている」が 15.5%、「と

きどき吸う日がある」が 1.8％で、喫煙習慣があるのはこれらを合わせた 17.3％です。 

年齢別にみると、「吸わない」は 20 代でもっとも高い 83.8%、50 代でもっとも低い 72.1%であり、50 代については、他の

年齢よりも喫煙習慣のある回答者が多く、「毎日吸っている」の 19.6％と「ときどき吸う日がある」の 1.4％を合わせると

21.0％でした。 
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図表 48 喫煙習慣の分布（全体、年齢別）[n=5,339] 

 

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別に「吸わない」をみると、［男性］（61.5％）よりも［女

性］（87.5％）と「男性・女性にあてはまらない」（87.5%）で高く、［シスジェンダー］（76.2％）よりも［トランスジェン

ダー］（81.3％）で高く、「異性愛者」（76.4％）よりも「同性愛者・両性愛者」（80.7％）と「無性愛者」（87.8％）

で高くなっていました。 

図表 49 喫煙習慣の分布（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 
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飲酒頻度【問 13】  

問 13 では飲酒頻度についてたずねました。全体では、「ほとんど毎日」が 19.3%でもっとも多く、「週に数回」の 14.6％と

「週に１回程度」の 10.6％を合わせた 44.5％が週 1 回以上の飲酒頻度でした。一方、2 番目に多いのが「飲めない」の

18.3%で、「飲まない」の 12.9％と合わせると 31.2％になります。 

年齢別にみると、週 1 回以上の飲酒頻度は、20 代で 36.1％、30 代で 42.5％、40 代で 43.5％、50〜59 歳では

51.8％、60〜70 歳では 48.4％と 30 代以上ではいずれも 4 割を超えています。 

 

図表 50 飲酒頻度の分布（全体、年齢別）[n=5,339] 

 

 

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別に週 1 回以上の飲酒頻度をみると、［女性］（35.1％）

よりも［男性］（56.2%）と「男性・女性にあてはまらない」（45.8%）で高く、［シスジェンダー］（44.4％）よりも［ト

ランスジェンダー］（50.0％）で高く、「無性愛者」（32.7％）よりも「同性愛者・両性愛者」（36.0％）、さらに「異性愛

者」（45.5％）で高くなっています。 
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図表 51 飲酒頻度の分布（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 
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飲酒に関わる経験【問 14】  

問 14 では、直近 1 年間での飲酒に関わる 4 種類の経験有無についてたずねました。「ある」がもっとも高いのは「飲み過ぎ

て、嘔吐してしまった」の 9.1％であり、続いて「飲みすぎて、記憶をなくした」の 7.3％、「酔いつぶれてしまった」の 5.8％であ

り、もっとも低いのは「イッキ飲みをした」の 2.5%でした。なお、これら 4 種類の経験について、「いずれの経験もない」のは

80.0%でした（図表では省略）。 

図表 52 この 1 年間の飲酒に関わる経験：「ある」と回答した人の割合（全体） [n=5,339、無回答 172 人] 

 

年齢別にみると、4 つの経験のいずれも、20 代と 30 代で「ある」の割合は高く、40 代以上では年齢とともに低下する傾向

がみられました。例えば、「イッキ飲みをした」では、「ある」は 20 代で 5.5％、30 代で 5.3％、40 代で 1.9％、50 代で

1.0％、60 代で 0.6％でした。なお、同じ年齢間で比較すると、これら 4 つの経験の中で「ある」がもっとも高いのは、20 代、

30 代、40 代では「飲みすぎて、嘔吐してしまった」（それぞれ 19.8%、13.3%、9.3%）であり、50 代 と 60 代では「飲

みすぎて、記憶をなくした」（それぞれ 7.2%、5.0%）でした。 

 

図表 53 この 1 年間の飲酒に関わる経験：「ある」と回答した人の割合（年齢別）[n=5,339、無回答 172 人] 
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4 つの経験のそれぞれについて、自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別に「ある」をみていくと、「イッキ

飲みをした」では、［女性］（1.4％）よりも［男性］（3.9％）と「男性・女性にあてはまらない」（4.2％）で高く、［シ

スジェンダー］（2.5％）よりも［トランスジェンダー］（9.4％）で高く、「無性愛者」（0.0％）と「異性愛者」（2.4％）

よりも「同性愛者・両性愛者」（4.4％）で高くなっています。 

「酔いつぶれてしまった」では、［女性］（3.5％）よりも［男性］（8.8％）と「男性・女性にあてはまらない」

（20.8％）で高く、［シスジェンダー］（5.8％）よりも［トランスジェンダー］（15.6％）で高くなっており、性的指向アイ

デンティティ別の差はほとんどありません。 

「飲みすぎて、嘔吐してしまった」では、［女性］（7.6％）よりも［男性］（11.0％）と「男性・女性にあてはまらない」

（16.7％）で高く、［シスジェンダー］（9.1％）よりも［トランスジェンダー］（18.8％）で高く、「異性愛者」（9.2％）

と「無性愛者」（10.2％）よりも「同性愛者・両性愛者」（15.8％）で高くなっています。 

「飲みすぎて、記憶をなくした」では、［女性］（4.7％）よりも［男性］（10.6％）と「男性・女性にあてはまらない」

（16.7％）で高く、［シスジェンダー］（7.3％）よりも［トランスジェンダー］（15.6％）で高く、「無性愛者」（6.1％）

と「異性愛者」（7.4％）よりも「同性愛者・両性愛者」（9.8％）で高くなっています。 

 

図表 54 この 1 年間の飲酒に関わる経験：「ある」と回答した人の割合 

（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339、無回答 172 人] 

 

慢性的な病気・長期的な健康問題【問 15】  

問 15 では、慢性的な病気や、長期にわたる健康上の問題をかかえているかどうかについて、「高血圧・動脈硬化・心疾

患」、「糖尿病」、「悪性腫瘍（がん）」、「うつ病や他のこころの病気」、「その他」に分けてたずねました。「かかえている」の割合

は、全体では、「高血圧・動脈硬化・心疾患」が 15.3％、「糖尿病」が 4.6％、「悪性腫瘍（がん）」が 1.7％、「うつ病や他

のこころの病気」が 6.3％、「その他」が 15.5％で、「その他」には、潰瘍性大腸炎のような難病指定されている疾患や、アトピ

ー、アレルギー、喘息、貧血、腰痛など、さまざまな記述がありました。なお、これら 5 つの項目のいずれにもあてはまらない「健康

上の問題はない」は 62.2%（図では省略）でした。 
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図表 55 慢性的な病気や長期にわたる健康上の問題：「かかえている」と回答した人の割合 

（全体）[n=5,339、 無回答 35 人] 

 

 

年齢別にみると、「高血圧・動脈硬化・心疾患」、「糖尿病」、「悪性腫瘍（がん）」、「その他」では、年齢が上がるほど「か

かえている」の割合が高くなる傾向にあり、60 代ではそれぞれ 37.6％、10.6％、3.3％、21.1％です。「うつ病や他のこころの

病気」では 30 代と 40 代で高く、それぞれ 7.9%、7.7%でした。なお、同じ年齢間で比較すると、これら 5 つの項目の中で

「かかえている」の割合が高くなるのは、10 代から 40 代までは「その他」（それぞれ 7.8％、7.4％、11.3％、15.9%）、50

代と 60 代では「高血圧・動脈硬化・心疾患」（それぞれ 21.6%、37.6％）でした。 

 

図表 56 慢性的な病気や長期にわたる健康上の問題：「かかえている」と回答した人の割合 

（年齢別）[n=5,339、 無回答 35 人] 
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自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にみると、「高血圧・動脈硬化・心疾患」では、［女性］

（11.6％）と「男性・女性にあてはまらない」（12.5％）よりも［男性］（19.8％）で高く、［トランスジェンダー］

（12.5％）よりも［シスジェンダー］（15.2％）で高く、「無性愛者」（6.1％）と「同性愛者・両性愛者」（8.8％）より

も「異性愛者」（14.5％）で高くなっています。 

「糖尿病」では、［女性］（2.8％）よりも［男性］（6.8％）と「男性・女性にあてはまらない」（8.3％）で高く、［シ

スジェンダー］（4.5％）よりも［トランスジェンダー］（9.4％）で高く、「無性愛者」（2.0％）よりも「同性愛者・両性愛

者」（3.5％）と「異性愛者」（4.4％）で高くなっています。 

「悪性腫瘍（がん）」では、あまり顕著な差がみられませんが、「無性愛者」（4.1％）で相対的に高くなっています。 

「うつ病や他のこころの病気」では、［男性］（6.0％）と［女性］（6.4％）よりも「男性・女性にあてはまらない」

（33.3％）で高く、［シスジェンダー］（6.2％）よりも［トランスジェンダー］（34.4％）で高く、「異性愛者」（5.6％）

よりも「同性愛者・両性愛者」（19.3％）と「無性愛者」（22.4％）で高く、性的マイノリティの回答者で高くなる傾向がみら

れました。 

「その他」では、［男性］（11.7％）と［女性］（18.1％）よりも「男性・女性にあてはまらない」（33.3％）で高く、

［シスジェンダー］（15.3％）よりも［トランスジェンダー］（31.3％）で高く、「無性愛者」（14.3％）と「異性愛者」

（15.7％）よりも「同性愛者・両性愛者」（19.3％）で高く、性的マイノリティの回答者で高くなる傾向がみられました。 

 

図表 57 慢性的な病気や長期にわたる健康上の問題：「かかえている」と回答した人の割合 

（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339、 無回答 35 人] 
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最近 1 か月の心の状態【問 16】  

問 16 では、最近 1 ヶ月のこころの状態について、「神経過敏に感じましたか」、「絶望的だと感じましたか」、「そわそわ、落ち

着かなく感じましたか」、「気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れないように感じましたか」、「何をするのも骨折りだと感じま

したか」、「自分は価値のない人間だと感じましたか」の 6 つの項目に分けてたずねました。全体では、どの項目についても「まった

くない」がもっとも多く、その中で最多となるのが「絶望的だと感じましたか」の 66.4％、最少となるのが「気分が沈み込んで、何

が起こっても気が晴れないように感じましたか」の 46.6％でした。 

他方、「いつも」（1.3〜3.0%）と「たいてい」（3.2〜5.2％）は両者を合わせても 10％未満ですが、「ときどき」（10.1

〜18.2％）を含めると 20％前後になります。「いつも」、「たいてい」、「ときどき」の合計が高い項目を順に並べると、「気分が

沈み込んで、何が起こっても気が晴れないように感じましたか」（25.4%）、「神経過敏に感じましたか」（22.5％）、「何を

するのも骨折りだと感じましたか」（21.7%）、「そわそわ、落ち着かなく感じましたか」（20.6%）、「自分は価値のない人間

だと感じましたか」（17.5%）、「絶望的だと感じましたか」（15.0%）でした。 

 

図表 58 最近 1 か月間の心の状態に関わる経験の頻度の分布 [n=5,339] 
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「いつも」、「たいてい」、「ときどき」の合計割合を年齢別にみると、いずれの項目でも 20 代を中心に 10 代から 40 代までで

高く、50 代、60 代で低くなっています。例えば、「そわそわ、落ち着かなく感じましたか」では、10 代で 25.0％、20 代で

28.5％、30 代で 26.4％、40 代で 23.9％であり、その後は年齢とともに低下し、70 代で 10.2％でした。なお、同じ年齢

間で比較すると、これら 6 つの項目の中で「いつも」、「たいてい」、「ときどき」の合計割合が高いのは、10 代から 50 代までは

「気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れないように感じましたか」（それぞれ 25.9％、34.8％、31.2％、28.8%、

23.1％）、60 代では「神経過敏に感じましたか」（14.6％）である反面、それらの合計割合が低いのは 10 代では「神経

過敏に感じましたか」（16.4％）、20 代以上では「絶望的だと感じましたか」（それぞれ 21.1％、20.0％、17.1％、

12.8%、6.0％）でした。 

 

図表 59 最近 1 か月間の心の状態に関わる経験：「いつも」、「たいてい」、「ときどき」の合計割合 

（年齢別）[n=5,339、各項目の無回答 37 人、39 人、51 人、27 人、36 人、32 人] 
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「いつも」、「たいてい」、「ときどき」の合計割合を自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にみていくと、総

じて、性的マイノリティの回答者で高くなる傾向がみられました。「神経過敏に感じましたか」では、［男性］（19.7％）と［女

性］（24.6％）よりも「男性・女性にあてはまらない」（50.0％）で高く、［シスジェンダー］（22.5％）よりも［トランスジ

ェンダー］（43.8％）で高く、「異性愛者」（21.6％）と「無性愛者」（22.4％）よりも「同性愛者・両性愛者」

（29.8％）で高くなっています。 

「絶望的だと感じましたか」では、［女性］（14.5％）と［男性］（15.6％）よりも「男性・女性にあてはまらない」

（33.3％）で高く、［シスジェンダー］（15.0％）よりも［トランスジェンダー］（31.3％）で高く、「異性愛者」

（13.9％）よりも「無性愛者」（24.5％）と「同性愛者・両性愛者」（28.9％）で高くなっています。 

「そわそわ、落ち着かなく感じましたか」では、［男性］（19.3％）と［女性］（21.6％）よりも「男性・女性にあてはまら

ない」（45.8％）で高く、［シスジェンダー］（20.5％）よりも［トランスジェンダー］（43.8％）で高く、「異性愛者」

（19.9％）と「無性愛者」（22.4％）よりも「同性愛者・両性愛者」（36.8％）で高くなっています。 

「気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れないように感じましたか」では、［男性］（23.0％）と［女性］

（27.4％）よりも「男性・女性にあてはまらない」（45.8％）で高く、［シスジェンダー］（25.4％）よりも［トランスジェンダ

ー］（50.0％）で高く、「異性愛者」（24.7％）よりも「無性愛者」（36.7％）と「同性愛者・両性愛者」（39.5％）で

高くなっています。 

「何をするのも骨折りだと感じましたか」では、［男性］（21.4％）と［女性］（21.8％）よりも「男性・女性にあてはま

らない」（43.8％）で高く、［シスジェンダー］（21.6％）よりも［トランスジェンダー］（43.8％）で高く、「無性愛者」

（20.4％）と「異性愛者」（20.9％）よりも「同性愛者・両性愛者」（36.0％）で高くなっています。 

「自分は価値のない人間だと感じましたか」では、［男性］（16.8％）と［女性］（17.9％）よりも「男性・女性にあて

はまらない」（54.2％）で高く、［シスジェンダー］（17.4％）よりも［トランスジェンダー］（50.0％）で高く、「異性愛

者」（16.3％）よりも「同性愛者・両性愛者」（34.2％）と「無性愛者」（38.8％）で高くなっています。 

 

図表 60 最近 1 か月間の心の状態に関わる経験：「いつも」、「たいてい」、「ときどき」の合計割合 

（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別） [n=5,339] 
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最近 1 か月の心の状態（K6 値）【問 16】  

最近 1 か月のこころの状態をたずねた 6 項目（「神経過敏に感じましたか」、「絶望的だと感じましたか」、「そわそわ、落ち

着かなく感じましたか」、「気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れないように感じましたか」、「何をするのも骨折りだと感じま

したか」、「自分は価値のない人間だと感じましたか」）の回答を、「まったくない」を 0 点、「少しだけ」を 1 点、「ときどき」を 2

点、「たいてい」を 3 点、「いつも」を 4 点として合計した上で（K6 得点3）、0〜4 点、5〜9 点、10〜12 点、13 点以上に

分け、それぞれの得点にあてはまる人の割合を示しました。 

全体では「0〜4 点」が 62.0%、5〜9 点が 22.8%、10〜12 点が 6.9%、13 点以上が 7.6%でした。年齢別にみる

と、「心理的ストレスを抱えている可能性」があるとされる 5 点以上の割合（図表上では各カテゴリーのあとに［ ］で表記）

は、20 代から 40 代では４割台となっており、10 代や 50 代以上に比べて高い傾向がみられました。K6 得点が 5 点以上の

割合は、［男性］（34.4%）と［女性］（39.5%）よりも「男性・女性にあてはまらない」（75.0%）で高く、［シスジェ

ンダー］（37.3%）よりも［トランスジェンダー］（71.9%）で高く、「異性愛者」（36.4%）よりも「同性愛者・両性愛

者」（50.0%）と「無性愛者」（53.1%）で高くなっていました。このように、K6 得点が 5 点以上の割合は、性的マイノリテ

ィの回答者で高くなる傾向がみられました。また、「深刻な心理的苦痛を感じている可能性」のあるとされる 13 点以上の割合

も同様の傾向がみられ、［男性］（7.6％）と［女性］（7.5％）よりも「男性・女性にあてはまらない」（25.0％）で高

く、［シスジェンダー］（7.5％）よりも［トランスジェンダー］（25.0%）で高く、「異性愛者」（7.0%）よりも「無性愛者」

（12.2%）と「同性愛者・両性愛者」（21.1%）で高くなっていました。 

図表 61 最近 1 か月間の心の状態（K6 値）（全体、年齢別）[n=5,339] 

 

 
3
 うつ病を含む気分障害、不安障害をスクリーニングするために Kessler ら（2003）が開発した尺度。橋本（2010）にならい、3 つ以

上の項目に無回答だった 37 人（0.9%）は除外し、無回答が 1 項目か 2 項目の人については、回答された項目の平均値を代入し、K6

得点を算出しました。なお、5 点以上は「心理的ストレスを抱えている可能性」、10 点以上は「気分・不安障害に相当する可能性」、13

点以上は「深刻な心理的苦痛を感じている可能性」があるとされています。 
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図表 62 最近 1 か月間の心の状態（K6 値）（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）

[n=5,339] 
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希死念慮・自殺念慮・自殺未遂経験【問 17】【問 18】  

問 17 では、「生きる価値がないと感じた」、「死ねたらと思った、または、自死の可能性を考えた」、「自殺について考えたり、

自殺をほのめかす行動をとったりした」、「自殺を図った」の 4 つの項目について、〈これまで〉に経験があるのかどうかをたずね、問

18 では、それら 4 つの項目について、〈最近の 1 年間〉、 〈高校・16〜18 歳頃〉、〈小・中学校の頃〉の３つの時期に経験

があるのかどうかをたずねました。 

〈これまで〉に経験が「ある」の割合が高い項目の順に並べると、全体では、「生きる価値がないと感じた」（26.4%）、「死

ねたらと思った、または、自死の可能性を考えた」（26.3%）、「自殺について考えたり、自殺をほのめかす行動をとったりした」

（12.4％）、「自殺を図った」（2.5％）でした。「ある」の割合が高い 2 つの項目では、時期別にみると、いずれの時期も

10％を超えていますが、「ある」の割合が低い 2 つの項目では、時期別にみると、「自殺について考えたり、自殺をほのめかす行

動をとったりした」で 5％前後、「自殺を図った」で１%未満でした。 

 

図表 63 希死念慮・自殺念慮・自殺未遂経験：「ある」と回答した人の割合 

（全体：〈これまで〉および時期別）[n=5,339] 
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図表 64 希死念慮・自殺念慮・自殺未遂経験：「ある」と回答した人の割合 

（年齢別：〈これまで〉および時期別）[n=5,339] 
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自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別に経験が「ある」の割合をみると、4 つの項目のいずれも、どの

時期かに関わらず、性的マイノリティの回答者で高くなる傾向がみられました。例えば、全体としては経験が「ある」の割合の低い

「自殺を図った」では、〈これまで〉の場合、［男性］（1.5％）と［女性］（3.1％）よりも「男性・女性にあてはまらない」

（16.7％）で高く、［シスジェンダー］（2.4％）よりも［トランスジェンダー］（18.8％）で高く、「異性愛者」（2.0％）

よりも「同性愛者・両性愛者」（8.8％）と「無性愛者」（10.6％）で高くなっており、〈小・中学校の頃〉の場合、［男性］

（0.6％）と［女性］（1.2％）よりも「男性・女性にあてはまらない」（8.3％）で高く、［シスジェンダー］（0.9％）より

も［トランスジェンダー］（9.4％）で高く、「異性愛者」（1.0％）よりも「同性愛者・両性愛者」（6.0％）と「無性愛者」

（6.0％）で高くなっています。 

また、〈最近の 1 年間〉、 〈高校・16〜18 歳頃〉、〈小・中学校の頃〉を比較すると、〈高校・16〜18 歳頃〉と〈小・中学

校の頃〉で性的マイノリティの回答者で経験が「ある」の割合がかなり高くなる傾向がみられ、「生きる価値がないと感じた」や「死

ねたらと思った、または、自死の可能性を考えた」では、「男性・女性にあてはまらない」や［トランスジェンダー］で 5 割を超えて

います。 

 

図表 65 希死念慮・自殺念慮・自殺未遂経験：「ある」と回答した人の割合 

（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別：〈これまで〉および時期別）[n=5,339] 
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小学校から高校時代に経験した不快な冗談・からかい、暴力的行為【問 19】  

問 19 では、小学校から高校時代に友人や同級生から、「不快な冗談、からかい」、「暴力的行為」、「『ホモ』『おかま』『レ

ズ』『おとこおんな』『オネエ』といったことに関わる、不快な冗談、からかい」、「『ホモ』『おかま』『レズ』『おとこおんな』『オネエ』といっ

たことでふるわれる、暴力的な行為」、「民族、人種、国籍などに関わる不快な冗談、からかい」、「民族、人種、国籍などにかん

してふるわれる暴力的行為」の 6 つの行為を自身が受けたことがあるかどうか、についてたずねました。 

受けたことが「ある」の割合が高い順に並べると、全体では、「不快な冗談、からかい」（58.0％）、「暴力的行為」

（19.8％）、「『ホモ』『おかま』『レズ』『おとこおんな』『オネエ』といったことに関わる、不快な冗談、からかい」（6.9％）、「民

族、人種、国籍などに関わる不快な冗談、からかい」（2.6％）、「『ホモ』『おかま』『レズ』『おとこおんな』『オネエ』といったことで

ふるわれる、暴力的な行為」（1.5％）、「民族、人種、国籍などにかんしてふるわれる暴力的行為」（0.7％）でした。 

 

図表 66 小学校から高校時代に不快な冗談・からかい、暴力的行為を受けた経験 [n=5,339] 
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自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別に受けたことが「ある」の割合をみると、いずれの行為について

も、性的マイノリティの回答者で高くなる傾向がみられました。例えば、「『ホモ』『おかま』『レズ』『おとこおんな』『オネエ』といったこと

に関わる、不快な冗談、からかい」では、［男性］（7.8％）と［女性］（6.0％）よりも「男性・女性にあてはまらない」

（29.2％）で高く、［シスジェンダー］（6.7％）よりも［トランスジェンダー］（34.4％）で高く、「異性愛者」（6.4％）

と「無性愛者」（8.2％）よりも「同性愛者・両性愛者」（25.4％）で高くなっています。 

 

図表 67 小学校から高校時代に不快な冗談・からかい、暴力的行為を受けた経験 

（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別） [n=5,339] 
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大人になってから経験した不快な冗談・からかい、暴力的行為【問 20】  

問 20 では、大人になってから身近な人から、「不快な冗談、からかい」、「暴力的行為」、「『ホモ』『おかま』『レズ』『おとこおん

な』『オネエ』といったことに関わる、不快な冗談、からかい」、「『ホモ』『おかま』『レズ』『おとこおんな』『オネエ』といったことでふるわ

れる、暴力的な行為」、「民族、人種、国籍などに関わる不快な冗談、からかい」、「民族、人種、国籍などにかんしてふるわれ

る暴力的行為」の 6 つの行為を自身が受けたことがあるかどうか、についてたずねました。 

受けたことが「ある」の割合が高い順に並べると、全体では、「不快な冗談・からかい」（30.4%）、「暴力的行為」

（8.7%）、「民族、人種、国籍などに関わる不快な冗談、からかい」（2.7％）、「『ホモ』『おかま』『レズ』『おとこおんな』『オ

ネエ』といったことに関わる、不快な冗談、からかい」（1.9％）、「民族、人種、国籍などにかんしてふるわれる暴力的行為」

（0.7％）、「『ホモ』『おかま』『レズ』『おとこおんな』『オネエ』といったことでふるわれる、暴力的な行為」（0.4％）でした。 

図表 68 大人になってから、不快な冗談・からかい、暴力的行為を受けた経験 [n=5,339]
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自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別に受けたことが「ある」の割合をみると、「暴力的行為」を除い

て、性的マイノリティの回答者で高くなる傾向がみられました。例えば、「不快な冗談、からかい」では、［男性］（30.1％）と

［女性］（30.5％）よりも「男性・女性にあてはまらない」（50.0％）で高く、［シスジェンダー］（30.3％）よりも［トラ

ンスジェンダー］（50.0％）で高く、「異性愛者」（29.3％）よりも「同性愛者・両性愛者」（49.1％）と「無性愛者」

（55.1％）で高くなっており、性的マイノリティの回答者では半数前後が受けたことが「ある」と回答していたことになります。な

お、「暴力的行為」については、「異性愛者」（8.1％）よりも「無性愛者」（12.2％）や「同性愛者・両性愛者」

（14.9％）で高くなる一方、［トランスジェンダー］（6.3％）よりも［シスジェンダー］（8.7％）で高く、［女性］

（8.1％）と「男性・女性にあてはまらない」（8.3％）よりも［男性］（9.3％）で高くなっています。 

不快な冗談・からかいや暴力的行為を受けたことが「ある」のは、おおむね、小学校から高校時代よりも、大人になってからの

ほうが少なくなっていますが、不快な冗談・からかいや暴力的行為のなかでも民族・人種にかんすることについては、両者間に大

きな差はみられませんでした。 

 

図表 69 大人になってから、不快な冗談・からかい、暴力的行為を受けた経験 

（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別） [n=5,339] 
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５  パートナー関係と家族形成  

一緒に暮らしている人の数【問 35】  

問 35 では、一緒に暮らしている人数と、一緒に暮らしている人の続柄をたずねました。まず、現在一緒に暮らしている人数

の分布をみると、全体では、「1 人」（ひとり暮らし）が 13.0%、「2 人」が 27.4%、「3 人」が 25.1%、「4 人」が 21.8%、

「5 人以上」が 12.7%で、もっとも多いのは「2 人」です。また、一緒に暮らしている人数の平均は、3.00 人でした（図表で

は、各カテゴリー名の後の[ ]内に、一緒に暮らしている人の数の平均を示しています）。 

性的指向アイデンティティ別に、現在一緒に暮らしている人数の分布をみると、「異性愛者」では、「全体」とほぼ同じで、人

数の平均（3.02）にもほとんど差はありません。「同性愛者・両性愛者」や「無性愛者」では、「1 人」が「異性愛者」よりも高く

（それぞれ 17.9％、26.5％）、「４人」や「5 人」が「異性愛者」よりも低くなる傾向があります（「4 人」はそれぞれ

17.0％、16.3％、「5 人」はそれぞれ 12.5％、8.2％）。こうしたことから、「同性愛者・両性愛者」や「無性愛者」では、一

緒に暮らす人数の平均も「異性愛者」よりも少なくなっています（それぞれ 2.87 人、2.67 人）。 

 

図表 70 世帯人員（全体、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 

 

［ ］内の数字は平均世帯人員 
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家族構成【問 35①】  

次に、一緒に暮らしている人の続柄をもとに、回答者の家族構成を推定して分類した結果をみると、もっとも多いのは「親と

子」（子世代が夫婦のみのものを含む）の 53.8%で、自身が親世代に相当するのは 38.4%、自身が子世代に相当するの

は 15.4%です。このうち、親世代に相当する 38.4%については、自身が配偶者やパートナー、彼氏・彼女といった夫婦関係

といえるような特定の相手と一緒に暮らしている（表中では「カップル」と表しています）のは 34.5％、自身がそうした相手と一

緒に暮らしていない4（表中では「非カップル」と表しています）のは 3.9%です。一方、子世代にあたる 15.4%のうち、夫婦

関係といえるような相手と一緒に暮らしているのは 13.2%です。 

「親と子」に次いで多いのは、「夫婦（カップル）のみ」（20.8%）、「ひとり暮らし」（12.9%）、「3 世代」（8.4%）の

順です。「4 世代」は 0.3%にとどまり、一緒に暮らす人の数が相対的に少ないことに呼応して、多世代で一緒に暮らす人もま

た相対的に少なくなっています。これら以外にみられた構成は、「兄弟姉妹」（0.6%）、「友人どうし」（0.2%）でした。 

 

図表 71 家族構成（全体）[n=5,339] 

 

  

 

4
 夫婦関係といえるような特定の相手が別居している場合を含みます。 

(%)

自分の世代 自分がカップルか否か 計

カップル 非カップル

ひとり暮らし - - 12.9 12.9

夫婦（カップル）のみ - 20.8 - 20.8

親と子 親 34.5 3.9 38.4 53.8

子 2.3 13.2 15.4

３世代 祖父母 0.9 0.3 1.2 8.4

親 4.5 1.0 5.6

子 0.1 1.5 1.6

４世代 - 0.3 0.1 0.3

兄弟姉妹 - 0.0 0.6 0.6

友人どうし - 0.0 0.2 0.2

その他 - 1.4 1.0 2.5

不詳 - - - 0.6

注）総数（5,339）に対する割合。

配偶者等・親（義理親を含む）・子・祖父母・孫・兄弟姉妹以外の親族、および、非親族

を含むものは「その他」に含まれる。夫婦（カップル）のみは世帯員数が2人のものとした。
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家族構成のうち、数の多い「親と子」、「夫婦（カップル）のみ」、「ひとり暮らし」について、年齢別と性的指向アイデンティティ

別にみていきます。 

「親と子」のうち、「自分が親」で「自分がカップル」の場合、40 代が 34.4%でもっとも多く、次いで 50 代が 24.6%、30 代

が 24.3%と、子育て期にあたる年齢層を中心に割合が高くなっています。「自分が親」で「自分が非カップル」の場合は、もっと

も多いのは 50 代で 34.0%、以下、40 代が 29.2%、60 代が 23.0%、30 代が 12.4%と続いています。なお、ここでの

「非カップル」には未婚や離別、死別だけでなく別居も含みます。「自分が子」で「自分がカップル」の場合、60 代が 40.0%、

50 代が 32.5%、40 代が 14.2%、30 代が 10.8%と、年齢が上がるほど割合が高くなっています。「自分が子」で「自分が

非カップル」の場合、もっとも多いのは 20 代で 33.5%、次いで 40 代が 18.8%、30 代が 16.3%、50 代が 14.5%の順

です。単身（パートナーといえる関係の人と一緒に暮らしていない）で親（単身または夫婦）と一緒に暮らす人の年齢構成

は、40 歳以上が半数以上を占めています。 

 

図表 72 親と子の世帯に属する人の年齢分布（自分が親か子か、自分がカップルか否か別） 

 

性的指向アイデンティティ別にみると、「自分がカップル」か「自分が非カップル」かに関わらず、「自分が親」の場合には異性愛

者が 8 割強、「自分が子」の場合には 7 割強です。「同性愛者・両性愛者」と「無性愛者」がもっとも多いのは、いずれも「自

分が子」で「自分が非カップル」で、それぞれ 5.1％、3.0％でした。 

 

図表 73 親と子の世帯に属する人の性的指向アイデンティティ（自分が親か子か、自分がカップルか否か別） 
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「夫婦（カップル）のみ」では、年齢別にみると、60 代が 38.5%でもっとも高く、以下、50 代が 25.6%、30 代が

13.5%、40 代が 11.8%、20 代が 10.3%と続き、50 歳以上が半数以上を占めています。性的指向アイデンティティ別に

みると、「異性愛者」が 78.9％を占め、「同性愛者・両性愛者」は 1.6%、「無性愛者」は 0.5%となっています。 

 

図表 74 夫婦のみの 2 人世帯に属する人の年齢と性的指向アイデンティティ[n=1,108] 

 

 

なお、一緒に暮らしている人数が「2 人」に限定して家族構成をみると、「夫婦（カップル）のみ」が約 4 分の 3 に相当する

76.4%であり、残る 4 分の 1 のほとんどは「親と子」で、「自分が親」の 8.2%と「自分が子」の 11.9%を合わせた 20.1%で

す。 

 

図表 75 2 人世帯の家族構成カテゴリー [n=1,450] 
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「ひとり暮らし」では、年齢別にみると、20 代が 23.2%でもっとも高く、以下、60 代が 20.2％、50 代が 19.6％、30 代

が 18.7％、40 代が 17.1%と、いずれも 20%前後です。性的指向アイデンティティ別にみると、「異性愛者」が 77.1%、「同

性愛者・両性愛者」が 2.9%、「無性愛者」が 1.9%です。 

 

図表 76 「ひとり暮らし」をしている回答者の年齢分布と性的指向アイデンティティ [n=689] 

 

現在のパートナー関係【問 36】【問 37】【問 38】【問 39】  

問 36 では結婚（婚姻届を提出）について、問 37 で

は婚姻届を出していないが結婚相手とみなしている人がい

るかどうかについて、問 38 では男性との交際や同棲・同居

の経験について、問 39 では女性との交際や同棲・同居の

経験について、それぞれたずねました。これらの回答をもとに

して、現在の回答者のパートナー関係を、［法律婚（をし

ている）］［事実婚（をしている）］［同棲（してい

る）］［交際（している）］［いずれも該当しない］の

5 つに分類したところ、全体では、［法律婚］が

65.6%、［事実婚］が 3.8%、［同棲］が 0.4%、

［交際］が 4.4%、［いずれも該当しない］が 25.8％

でした。パートナーと生活をともにしているとみなせる前三者

の合計が 69.8%に対し、パートナーと生活をともにしてい

ないとみなせる後二者の合計は 30.2%です。 

図表 77 現在のパートナー関係 [n=5,339] 
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年齢別にみると、［法律婚］は年齢とともに高くなり、20 代では 21.8％、30 代では 68.1％、40 代以上では 7 割を超

え、60 代では 78.9％です。［事実婚］は 20 代でもっとも高い 10.2%で、30 代以上は 4％未満で年齢とともに低下し、

60 代では 2.2％です。「同棲」は 20 代でもっとも高い 2.2％ですが、それ以外は 1％未満です。「交際」は 10 代や 20 代

では 15％前後ですが、30 代以上は 5％未満で年齢とともに低下し、60 代では 0.6％です。 

 

図表 78 現在のパートナー関係（全体、年齢別）[n=5,339] 
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自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にみると、［法律婚］では［男性］（65.8％）と［女性］

（65.7％）よりも「男性・女性にあてはまらない」（29.2％）で低く、［シスジェンダー］（65.8％）よりも［トランスジェンダ

ー］（28.1％）で低く、「異性愛者」（66.8％）よりも「同性愛者・両性愛者」（36.8％）と「無性愛者」（16.3％）で

低くなっており、性的マイノリティの回答者で低くなる傾向がみられました。 

［事実婚］は、［男性］（3.8％）と［女性］（3.8％）よりも「男性・女性にあてはまらない」（0.0％）で低く、［シ

スジェンダー］（3.8％）よりも［トランスジェンダー］（3.1％）で低く、「異性愛者」（3.8％）よりも「同性愛者・両性愛

者」（8.8％）と「無性愛者」（6.1％）で高くなっています。 

［同棲］は、［男性］（0.2％）と［女性］（0.5％）よりも「男性・女性にあてはまらない」（4.2％）で高く、［シス

ジェンダー］（0.4％）よりも［トランスジェンダー］（6.3％）で高く、「異性愛者」（0.5％）と「同性愛者・両性愛者」

（0.0％）と「無性愛者」（0.0％）はいずれも 1％未満でした。 

［交際］は、［男性］（3.2％）と［女性］（5.3％）よりも「男性・女性にあてはまらない」（16.7％）で高く、［シ

スジェンダー］（4.4％）よりも［トランスジェンダー］（15.6％）で高く、「異性愛者」（4.3％）よりも「同性愛者・両性愛

者」（12.3％）で高く、「無性愛者」（2.0％）で低くなっています。 

［いずれも該当しない］は、［男性］（27.0％）と［女性］（24.6％）よりも「男性・女性にあてはまらない」

（50.0％）で高く、［シスジェンダー］（25.7％）よりも［トランスジェンダー］（46.9％）で高く、「異性愛者」

（24.6％）よりも「同性愛者・両性愛者」（43.0％）と「無性愛者」（75.5％）で高く、性的マイノリティの回答者で高くな

る傾向がみられました。 

 

図表 79 現在のパートナー関係（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 
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パートナーの呼称【問 35】【問 36】【問 37】【問 38】【問 39】  

問 35 でたずねた一緒に暮らしている人の続柄と、上述の問 36〜問 39 を用いて、一緒に暮らしている人数が「2 人」でパ

ートナーと一緒に暮らしており、なおかつパートナー関係が［法律婚（をしている）］［事実婚（をしている）］［同棲（し

ている）］［交際（している）］の場合に、パートナーのことをどのように認識しているかについて、「夫・妻・配偶者」、「パート

ナー」、「彼氏・彼女」、「友人」、「その他」、「他の親族」のいずれの続柄から選んだのかをみると、［法律婚］では「夫・妻・配

偶者」がほとんど（99.6%）で、「パートナー」はわずか（0.4%）であるのに対し、［事実婚］では、「彼氏・彼女」が

45.0%、「パートナー」が 44.0%といずれも 4 割を超え、「夫・妻・配偶者」はほぼ 1 割の 9.9％、「友人」が 1.1%であり、

［同棲］では「彼氏・彼女」が 87.5%、「パートナー」が 12.5%（2 人）でした。 

 

図表 80 2 人の世帯に暮らす回答者のパートナーの呼称  

 

婚姻やそれに準じる関係の解消や死別の経験【問 40】  

問 40 では、婚姻やそれに準じる関係の解消や死別の経験について、「婚姻届を出した相手と、離婚した」、「婚姻届を出し

た相手と、死別した」、「『婚姻届を出していないが結婚相手とみなしていた人』と、離別した」、「『婚姻届を出していないが結婚

相手とみなしていた人』と、死別した」、「いずれも経験していない」の選択肢を用いてたずねました。全体では、「婚姻届を出し

た相手と、離婚した」が 11.3％に対し、「婚姻届を出した相手と、死別した」および「『婚姻届を出していないが結婚相手とみな

していた人』と、死別した」はそれぞれ 1.8％、「『婚姻届を出していないが結婚相手とみなしていた人』と、死別した」は 0.2%

であり、「いずれも経験していない」（図は省略）は 84.3%です。 

年齢別にみると、総じて年齢が上であるほど離婚や死別にかんする経験をしており、60 代では、「婚姻届を出した相手と、

離婚した」が 13.7％、「婚姻届を出した相手と、死別した」が 5.6％、「『婚姻届を出していないが結婚相手とみなしていた人』

と、死別した」が 2.4％、「『婚姻届を出していないが結婚相手とみなしていた人』と、死別した」は 0.4%で、これらを合計すると

22.1％でした。 

  

(%)

法律婚 事実婚 同棲 交際中

計 1,003 91 16 1

夫・妻・配偶者 99.6 9.9 0.0 0.0

パートナー 0.4 44.0 12.5 0.0

彼氏・彼女 0.0 45.1 87.5 0.0

友人 0.0 1.1 0.0 100.0

その他 0.0 0.0 0.0 0.0

他の親族 0.0 0.0 0.0 0.0
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図表 81 婚姻やそれに準じる関係の解消・死別経験の有無（全体、年齢別）［n=5,339、無回答 63 人］ 

 

 

自認する性別、シス・トランス別にみると、「男性・女性にあてはまらない」および［トランスジェンダー］では「いずれも経験して

いない」（図は省略）でした。性的指向アイデンティティ別にみると、「婚姻届を出した相手と、離婚した」は「異性愛者」の

11.4％よりも「同性愛者・両性愛者」の 7.0%、「無性愛者」の 8.2%で低いですが、「婚姻届を出した相手と、死別した」、

「『婚姻届を出していないが結婚相手とみなしていた人』と、離別した」、「『婚姻届を出していないが結婚相手とみなしていた

人』と、死別した」では「無性愛者」でもっとも高くなっていました（それぞれ 2.0％、6.1％、2.0％）。 

 

図表 82 婚姻やそれに準じる関係の解消・死別経験の有無 

（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）［n=5,339、無回答 63 人］ 
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結婚等についての希望【問 41】  

問 41 では、結婚等についての希望を、「いずれは結婚（婚姻届を提出）したい」、「選択的夫婦別姓が認められたら結婚

（婚姻届を提出）したい」、「同性婚が認められたら結婚（婚姻届を提出）したい」、「いずれは『婚姻届を出さないが結婚と

みなせる関係』が欲しい」、「1〜4 以外の希望がある」（1〜4 は前の４つの選択肢を指す）、「1〜5 にあてはまらない・現

状のままでよい」（1〜5 は前の 5 つの選択肢を指す）選択肢を用いてたずねました。 

まず、調査時点でパートナー関係にない（婚姻していない、婚姻に準じた関係にない、恋人がない）1,377 人についてみ

ていきます。全体では、「1〜5 にあてはまらない・現状のままでよい」が約半数（51.3%）でもっとも多く（図は省略）、次い

で「いずれは結婚（婚姻届を提出）したい」（39.3%）でした。それ以外の選択肢では、「いずれは『婚姻届を出さないが結

婚とみなせる関係』が欲しい」が 8.7%、「選択的夫婦別姓が認められたら結婚（婚姻届を提出）したい」が 3.0％、「同性

婚が認められたら結婚（婚姻届を提出）したい」が 1.7%で、それぞれ値は大きくはないものの、法律婚以外の関係を求める

人が一定数存在することがわかります。 

年齢別にみると、「いずれは結婚（婚姻届を提出）したい」は、年齢が低いほど高く、10 代と 20 代では６割を超え

(66.0%、62.3%)、30 代では半数弱の 47.9%、40 代では 31.5%、50 代では 22.0%、60 代では 1 割未満の

8.7%です。「いずれは『婚姻届を出さないが結婚とみなせる関係』が欲しい」は 40 代と 50 代で 10％を上回り、それぞれ

11.4%と 12.5%でした。「選択的夫婦別姓が認められたら結婚（婚姻届を提出）したい」は 20 代でもっとも高く 5.0%、

次いで 30 代の 3.8%、10 代の 2.1%です。「同性婚が認められたら結婚（婚姻届を提出）したい」がもっとも高いのは 20

代で 4.2%、次いで 10 代の 3.1％です。 

 

図表 83 現在パートナー関係にない回答者における結婚等の希望（全体、年齢別）［n=1,377、無回答 25 人］ 

 

 

自認する性別でみると、「いずれは結婚（婚姻届を提出）したい」は［男性］（45.7%）のほうが［女性］(34.7%)

より高く、「いずれは『婚姻届を出さないが結婚とみなせる関係』が欲しい」は［男性］で 8.5%、［女性］で 9.2%でした。

「男性・女性にあてはまらない」では、「いずれは結婚（婚姻届を提出）したい」が 16.7％、「選択的夫婦別姓が認められたら

結婚（婚姻届を提出）したい」と「同性婚が認められたら結婚（婚姻届を提出）したい」がそれぞれ 8.3%、「いずれは『婚
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姻届を出さないが結婚とみなせる関係』が欲しい」は 0.0%でした。シス・トランス別では、［シスジェンダー］では「いずれは結

婚（婚姻届を提出）したい」が 39.8％、「いずれは『婚姻届を出さないが結婚とみなせる関係』が欲しい」が 8.9％でいずれ

も［トランスジェンダー］より高いのに対し、［トランスジェンダー］では「同性婚が認められたら結婚（婚姻届を提出）したい」

が 20.0%、「選択的夫婦別姓が認められたら結婚（婚姻届を提出）したい」が 6.7％でいずれも［シスジェンダー］より高く

なっています。性的指向アイデンティティ別にみると、「いずれは結婚（婚姻届を提出）したい」が「異性愛者」では 42.3%、

「同性愛者・両性愛者」では 44.9%で違いがほとんどみられません。「同性愛者・両性愛者」では、他の性的指向アイデンティ

ティよりも「選択的夫婦別姓が認められたら結婚（婚姻届を提出）したい」と「同性婚が認められたら結婚（婚姻届を提出）

したい」が高くなっています。「無性愛者」では、「いずれは結婚（婚姻届を提出）したい」は 13.5%、「選択的夫婦別姓が認

められたら結婚（婚姻届を提出）したい」および「いずれは『婚姻届を出さないが結婚とみなせる関係』が欲しい」の割合はそれ

ぞれ 5.4％で、全般に高くはないものの、一定程度の人がなんらかの関係を希望していることがわかります。 

 

図表 84 現在パートナー関係にない回答者における結婚等の希望 

（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）［n=1,377、無回答 25 人］ 

 

注：複数の関係を希望する人がいることや、現在のものとは異なる関係を希望する人（たとえば、異性と婚姻関係にあるが、

同性との結婚とみなせる関係を希望している人など）がいる可能性を踏まえた集計やその解釈は、今後の課題として捉え

ています。 

 

次に、調査時点で法律婚以外の関係にある（事実婚、同棲中、または交際相手あり）460 人についてみていきます。全

体では、「いずれは結婚（婚姻届を提出）したい」が 65.2%、「いずれは『婚姻届を出さないが結婚とみなせる関係』が欲し

い」が 12.6%、「選択的夫婦別姓が認められたら結婚（婚姻届を提出）したい」が 5.7%、「同性婚が認められたら結婚

（婚姻届を提出）したい」が 3.0%でした。上記のパートナー関係にない 1,377 人の結果と比べると、いずれの割合も高くな

っています。 

年齢別にみると、どの年齢でも「いずれは結婚（婚姻届を提出）したい」がもっとも高くなっていますが、40 代以上では「いず

れは『婚姻届を出さないが結婚とみなせる関係』が欲しい」が 20％を超えています。「選択的夫婦別姓が認められたら結婚

（婚姻届を提出）したい」や「同性婚が認められたら結婚（婚姻届を提出）したい」は、他の年齢に比べて 30 代で高く、そ

れぞれ 8.9%です。 
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図表 85 法律婚以外の関係にある人における結婚等の希望（全体、年齢別）［n=460、無回答 1 人］ 

 

 

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別の結果については、460 人に占める性的マイノリティの回答者

数が極めて少ないため、掲載を省略しました。 

交際についての希望【問 42】  

問 42 では、交際相手を求めているのか否かについて、「恋人として交際する相手がほしい」、「現在、恋人として交際してい

る人がいる」、「恋人がほしいとは思わない」、「その他」の選択肢でたずねました。ここでは、調査時点でパートナー関係になく

（婚姻していない、婚姻に準じた関係にない、恋人がいない）、この問いで「現在、恋人として交際している人がいる」を選択し

た人を除外した 1,370 人についてみていきます。 

全体では、交際を希望している「恋人として交際する相手がほしい」が 50.1％、特に希望しない「恋人がほしいとは思わな

い」が 45.5％で、ほぼ半々でした。年齢別にみると、若い人のほうが、「恋人として交際する相手がほしい」が高く、10 代では

66.0%、20 代では 63.7%、30 代では 58.0%、40 代では 44.8%、50 代では 44.1%、60 代では 23.8％でした。 

自認する性別でみると、「恋人として交際する相手がほしい」は［男性］(57.6%)のほうが、［女性］（44.3%）よりも

高く、「男性・女性にあてはまらない」（41.7％）は［女性］とほぼ同じでした。シス・トランス別にみると、［シスジェンダー］

（50.2%）と［トランスジェンダー］（46.7%）の差は 4 ポイント程度でした。性的指向アイデンティティ別にみると、「異性

愛者」（52.8%）よりも「同性愛者・両性愛者」（65.3%）で高く、「無性愛者」（18.9%）で低くなっており、それぞれの

違いが大きくなっています。 
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図表 86 パートナー関係にない回答者における交際の希望（全体、年齢別）［n=1,370］  

 

 

図表 87 パートナー関係にない回答者における交際の希望 

（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）［n=1,370］  
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子どもの数【問 43】と今後の希望【問 44】  

問 43 では回答者の子どもの数を現在一緒に住んでいない場合も含

めてたずね、問 44 では今後子どもを持ちたいかどうかについてたずねまし

た。回答者の子どもの数は、全体では、「2 人」が 31.6%、「1 人」が

15.8%、「3 人以上」が 15.6%です。これらを合わせた 63.0％に子ど

もがおり、「子どもはいない」は 3 人に 1 人を超える 36.4%でした。 

子どもを持ちたいか否かについては、全体では、「子どもを持ちたい」が

23.4%です。年齢別にみると、「子どもを持ちたい」は 20 代でもっとも高

い 66.4%、次いで 10 代の 56.9%、30 代の 45.0%の順であり、40

代で 15.1％、50 代で 5.7%、60 代で 2.1％でした。 

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にみると、

「子どもを持ちたい」のは、［男性］（24.4%）と［女性］

（22.7%）よりも「男性・女性にあてはまらない」（33.3%）で高く、

［シスジェンダー］（23.5%）よりも［トランスジェンダー］

（31.3%）で高く、「異性愛者」（24.4%）よりも「同性愛者・両性

愛者」（38.6%）で高く、「無性愛者」（14.3％）で低くなっていま

す。 

図表 88 子どもの数の分布 [n=5,339] 

 

 

図表 89 子どもを持ちたいか否か（全体、年齢別）[n=5,339] 
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図表 90 子どもを持ちたいか否か（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 

 

出産や子どもを持つことについての経験【問 45】  

問 45 では、出産や子どもを持つことにかんする「医療機関におけるタイミング法、排卵誘発など」といった 12 の項目につい

て、それぞれ、「経験した」、「登録した」、「専門家や関係者に相談した」、「関心はあるが何もしていない」、「いずれもない」、

「該当しない」の６つの選択肢から選ぶ形でたずねました。12 の項目の中から、本報告書では、「医療機関におけるタイミング

法、排卵誘発など」と「養子・里親制度の利用」についてみていきます。 

「医療機関におけるタイミング法、排卵誘発など」については、全体では、「経験した」が 10.0％です。年齢別にみると、「経

験した」は、10 代の 0.0％、20 代の 1.9％に対し、30 代では 14.3％、40 代では 13.6％、50 代では 11.5％と 1 割を

超えています。 

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別に「経験した」をみると、［男性］（7.3％）よりも［女性］

（12.1％）と「男性・女性にあてはまらない」（12.5％）で高く、［シスジェンダー］（10.0％）よりも［トランスジェンダ

ー］（12.5％）で高く、「無性愛者」（4.1％）と「同性愛者・両性愛者」（7.9%）よりも「異性愛者」（10.3％）で高

くなっています。 
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図表 91 「医療機関におけるタイミング法、排卵誘発など」を「経験した」と回答した割合（全体、年齢別）[n=5,339] 

 

 

図表 92 「医療機関におけるタイミング法、排卵誘発など」を「経験した」と回答した割合 

（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 
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「養子・里親制度の利用」については、全体では、「経験した」、「登録した」、「専門家や関係者に相談した」、「関心はある

が何もしていない」 のいずれかに回答した割合が 4.3％であり、年齢別にみると、30 代（5.4％）と 40 代（6.1％）でやや

高くなっています。 

 

図表 93 「養子・里親制度の利用」に「経験した」、「登録した」、「専門家や関係者に相談した」、 

「関心はあるが何もしていない」と回答した割合（全体、年齢別）[n=5,339] 
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６  親の状況と親との関係  

父親・母親が最後に通った学校【問 31】  

問 31 では、両親が最後に通った学校についてたずねました。父親については、「高校」が 35.3%でもっとも多く、以下、「大

学」（24.0%）、「中学校」（22.8%）と続いています。年齢別にみると、「高校」は、10 代で 31.9%、20 代 32.8%、

30 代で 39.1%、40 代で 40.3%、50 代で 38.8%、60 代で 24.1%でした。自認する性別、シス・トランス別、性的指向

アイデンティティ別にみると、「高校」は［男性］で 36.9%、［女性］で 34.2％、「男性・女性にあてはまらない」で

29.2%、［シスジェンダー］で 35.4%、［トランスジェンダー］で 31.3％、「異性愛者」で 35.8%、「同性愛者・両性愛

者」で 35.1％、「無性愛者」で 40.8%でした（年齢別、自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別の図

表は省略）。 

母親については、もっとも多いのは父親と同じく「高校」（42.9%）で、それに次ぐのは「中学校」（21.4%）、「短大・高

専」（11.5%）となっていて、父親とは若干異なります。年齢別にみると、「高校」は、10 代で 26.7%、20 代で 37.8%、

30 代で 42.0%、40 代で 52.4%、50 代で 45.7%、60 代で 34.4%でした。自認する性別、シス・トランス別、性的指

向アイデンティティ別にみると、「高校」は、［男性］で 43.7%、［女性］で 42.4％、「男性・女性にあてはまらない」で

33.3%、［シスジェンダー］で 43.0%、［トランスジェンダー］で 34.4％、「異性愛者」で 43.9%、「同性愛者・両性愛

者」で 33.3％、「無性愛者」で 42.9%でした（年齢別、自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別の図

表は省略）。 

 

図表 94 父親・母親が最後に通った学校の分布（全体）[n=5,339] 

 

注）調査票での選択肢は、「中学校」は「中学校（戦前の小学校（尋常科・高等科）・国民学校・青年学校）」、「高

校」は「高校（戦前の中学校・高等女学校・実業学校・師範学校）」、「短大・高専」は「短大・高専（戦前の高校・

専門学校・高等師範学校）」である。  

父親 ％ 母親 ％

中学校 22.8 中学校 21.4

高校 35.3 高校 42.9

専門学校（高卒後） 3.6 専門学校（高卒後） 6.8

短大・高専 2.7 短大・高専 11.5

大学 24.0 大学 8.4

大学院 1.4 大学院 0.3

１〜６以外の学校 0.0 １〜６以外の学校 0.0

その他（わからない、など） 9.0 その他（わからない、など） 7.4

不詳 1.3 不詳 1.2
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回答者の父母の国籍【問 32】  

 問 32 では、父母の国籍をたずねました。父の場合、「日本」が 98.5％、「日本以外の国」が 0.9％であり、母の場合、「日

本」が 98.5％、「日本以外の国」が 1.0％でした。 

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にみると、父の場合、「日本以外の国」が［男性］で 0.8％、

［女性］で 1.0％、「男性・女性にあてはまらない」で 0.0％（0 人）、［シスジェンダー］で 0.9%、［トランスジェンダー］

で 0.0％（0 人）、「異性愛者」で 0.7%、「同性愛者・両性愛者」で 1.8％、「無性愛者」で 0.0%（0 人）でした。母の

場合、「日本以外の国」が［男性］で 0.9％、［女性］で 1.1％、「男性・女性にあてはまらない」で 0.0％（0 人）、［シ

スジェンダー］で 1.0%、［トランスジェンダー］で 0.0％（0 人）、「異性愛者」で 0.9%、「同性愛者・両性愛者」で

1.8％、「無性愛者」で 0.0%（0 人）でした（年齢別、自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別の図

表は省略）。 

 

図表 95 回答者の父の国籍 [n=5,339]  図表 96 回答者の母の国籍 [n=5,339] 
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父親・母親の現在の居住地【問 33】  

問 33 では、父親と母親の現在の居住地についてたずねました。ここでは、父親、母親と同居しているか、別居しているのかに

ついてみていきます5。父親については、全体でみると、「亡くなった」が 39.3%、「あなたと同居」が 14.0%、「あなたと別居」が

43.7%でした。年齢別にみると、10 代では 8 割を越えていますが（80.2%）、20 代では 38.4%、30 代で 15.4%と年

齢が高くなると低くなります。 

母親については、全体でみると、「亡くなった」と「あなたと同居」が約 2 割（それぞれ 21.2%、19.7%）、「あなたと別居」

が 58.0%でした。年齢別にみると、10 代では 91.4%と 9 割を越えていますが、20 代では 46.4%と半分を下回り、30 代

から 50 代まではおおむね 15〜18%台です。 

 

図表 97 父親との同別居（全体、年齢別）

[n=5,339] 

図表 98 母親との同別居（全体、年齢別） 

[n=5,339] 

 

  

 

5
 「あなたと同居」を選択した人を「あなたと同居」、「あなたと同じ区市町村内」、「あなたと同じ都道府県の他の区市町村」、「他の都道府

県」、「外国」のいずれかを選択した人は「あなたと別居」としました。 
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父親について、自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別に「あなたと同居」をみると、「男性・女性にあて

はまらない」では 37.5%で、［男性］（15.0%）と［女性］（13.1%）よりも高く、［シスジェンダー］（13.9%）より

も［トランスジェンダー］（43.8%）で高く、「異性愛者」（13.5％）よりも「無性愛者」（36.7%）と「同性愛者・両性愛

者」（31.6%）で高くなっています。 

母親について、自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別に「あなたと同居」をみると、「男性・女性にあて

はまらない」では 45.8%で、［男性］（21.4%）と［女性］（18.2%）よりも高く、［シスジェンダー］（19.5%）より

も［トランスジェンダー］（50.0%）で高く、「異性愛者」（18.8％）よりも「同性愛者・両性愛者」（40.4%）と「無性愛

者」（46.9%）と高くなっています。 

 

図表 99 父親との同別居（自認する性別、シス・トランス

別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 

図表 100 母親との同別居（自認する性別、シス・トランス

別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 
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両親との同別居【問 33】  

前述の、父親、母親のそれぞれと同居しているか、別居しているのかの情報を用いて、親との同別居を「両親とも亡くなっ

た」、「父のみ同居」、「母のみ同居」、「両親と同居」、「両親と別居」の 5 つに分類したものをみていきます。全体では、圧倒的

に多いのが「両親と別居」の 62.4％であり、それ以外では、「両親とも亡くなった」は 16.5％、「父のみ同居」は 1.2％、「母の

み同居」は 6.9％、「両親と同居」は 12.8％でした。 

年齢別にみると、「両親と同居」は、10 代で 8 割を超える 80.2％ともっとも高くなっていますが、年齢が上がるにつれて低下

し、20 代では 37.4％、30 代で 14.1％、40 代で 8.9％となります。「父のみ同居」は、年齢に関わらず 5 つの分類の中で

はもっとも低く、1.0〜1.3％です。「母のみ同居」は、10 代で 11.2％ともっとも高く、30 代で 3.9％と低くなりますが、40 代

で 6.5％、50 代で 8.6％と再び高くなっています。「両親と別居」は、10 代の 8.6％から 30 代の 80.0％にかけて高くなり、

40 代は 30 代とほぼ同じ 79.8％で、50 代以降は年齢とともに低下し、60 代では 33.3％です。「両親ともに亡くなった」

は、年齢とともに高くなり、60 代で 57.9％です。 

 

図表 101 親との同別居（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 
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自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にみると、親との同別居を自認する性別でみると、性的マイノリ

ティの回答者では「両親と同居」や「母のみ同居」、「父のみ同居」が高く、「両親と別居」と「両親とも亡くなった」が低くなる傾向

がみられました。たとえば、［トランスジェンダー］では、「両親と同居」、「母のみ同居」、「父のみ同居」がそれぞれ 40.6％、

9.6％、3.1％で［シスジェンダー］の 12.6％、6.9％、1.2％よりも高いのに対し、「両親と別居」と「両親とも亡くなった」はそ

れぞれ 43.8％と 3.1％で、［シスジェンダー］の 62.6％と 16.4％よりも低くなっています。 

 

図表 102 親との同別居（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 
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親との会話頻度【問 34】  

問 34 では、父親、母親それぞれと電話や LINE、メールを含めてこの１年間にどれくらい話をしたかたずねました。親とどれく

らい話すのかは、親と同居しているか、別居しているかによって大きく異なりますので、親と同居している場合と別居している場合

に分けてみていきます。 

親と同居している場合、全体では、「ほとんど毎日」が父親との間では 57.1％、母親との間では 78.0％です。年齢別にみる

と、父親との間では、「ほとんど毎日」が 20 代でもっとも低くなりますが、それでも半数を超えており（51.5％）、他の年齢では、

おおむね 6 割前後（52.4％〜65.6％）でした。母親との間では、「ほとんど毎日」が 71.8％〜83.0％で、50 代以上では

年齢が上がると低くなっていますが、父親との間に比べれば、年齢を問わず、高くなっています。 

一方、親と別居している場合、父親との間でも母親との間でも、「ほとんど毎日」は低くなります。父親との間では、「ほとんど

毎日」は 3.5％〜5.8％にとどまるのに対し、「月に 1〜3 回」がもっとも高く、28.6％〜44.0％です。母親との間では、年齢が

上がるほど会話頻度は下がる傾向にあるとはいえ、父親との間に比べて会話頻度は高く、「ほとんど毎日」と「週に 1〜4 回」と

「月に 1〜3 回」を合計すると、もっとも高い 10 代で 90.0％、もっとも低い 60 代でも 67.7％でした。 

 

図表 103 父親との会話頻度（父親と同居） 

[n=746] 

図表 104 父親との会話頻度（父親と別居）

[n=2,485] 

 

 

図表 105 母親との会話頻度（母親と同居）

[n=1,050] 

図表 106 母親との会話頻度（母親と別居）

[n=3,142] 
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自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別については、該当者数が少ないため、親と同居している場合と

別居している場合とを区別せずにみていきます。父親との間では、性的マイノリティの回答者で「ほとんど毎日」が高い傾向にあり、

実際、［男性］（15.6％）と［女性］（17.8％）よりも「男性・女性にあてはまらない」（31.8％）で高く、［シスジェン

ダー］（16.8％）よりも［トランスジェンダー］（31.0％）で高く、「異性愛者」（16.2％）よりも「同性愛者・両性愛者」

（20.2％）と「無性愛者」（31.7％）で高くなっています。 

 

図表 107 父親との会話頻度（全体、自認する性別、 

シス・トランス別、性的指向アイデンティティ

別）[n=3,288] 

図表 108 母親との会話頻度（全体、自認する性別、

シス・トランス別、性的指向アイデンティティ

別）[n=4,250] 
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７  離家と引っ越し 

回答者の生まれた国【問 24】と現在の国籍【問 25】  

問 24 では生まれた国を、問 25 では現在の国籍をたずねました。生まれた国については、全体では、「日本」が 99.0％、

「日本以外の国」が 0.8％であり、現在の国籍については、「日本」が 99.3％、「日本以外の国」が 0.6％でした。 

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別について「日本以外の国」をみると、生まれた国では、［男

性］で 0.7％、［女性］で 0.9％、「男性・女性にあてはまらない」で 0.0％（0 人）、［シスジェンダー］で 0.8%、［トラ

ンスジェンダー］で 0.0％（0 人）、「異性愛者」で 0.7%、「同性愛者・両性愛者」で 1.8％、「無性愛者」で 0.0%（0

人）でした。また、現在の国籍が「日本以外の国」をみると［男性］で 0.7％、［女性］で 0.5％、「男性・女性にあてはま

らない」で 0.0％（0 人）、［シスジェンダー］で 0.6%、［トランスジェンダー］で 0.0％（0 人）、「異性愛者」で 0.4%、

「同性愛者・両性愛者」で 1.8％、「無性愛者」で 0.0%（0 人）でした（年齢別、自認する性別、シス・トランス別、性的

指向アイデンティティ別の図表は省略）。 

 

図表 109 回答者の生まれた国 [n=5,339] 図表 110 回答者の現在の国籍 [n=5,339] 
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図表 111 親と離れて暮らした経験の有無（全体、年齢別）[n=5,339] 

 

 

図表 112 親と離れて暮らした経験の有無（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 
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はじめて親と離れて暮らした時の年齢【問 26】  

問 26 では、親と離れて暮らした経験がある場合には、はじめて親と離れた時の年齢についてもたずねました。親と離れて暮ら

した経験のある 4,247 人のうち、全体では、「0-17 歳」が 8.4％、「18-22 歳」が 57.1％、「23-29 歳」が 25.5％、「30

歳以上」が 6.9％です。 

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にはじめて親と離れた時の年齢をみると、［男性］

（9.1％）と［女性］（7.9％）よりも「男性・女性にあてはまらない」（15.4％）で高く、［シスジェンダー］（8.4％）よ

りも［トランスジェンダー］（16.7％）で高く、「異性愛者」（8.0％）よりも「同性愛者・両性愛者」（15.6％）で高く、

「無性愛者」（5.6％）では低くなっていました。 

図表 113 はじめて親と離れた時の年齢（全体）[n=4,247]  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 114 はじめて親と離れた時の年齢（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=4,247] 

 

9.1 

7.9 

15.4 

8.4 

16.7 

8.0 

15.6 

5.6 

9.8 

9.4 

61.8 

53.4 

53.8 

57.2 

50.0 

57.3 

55.8 

61.1 

59.6 

55.3 

21.0 

29.1 

30.8 

25.5 

33.3 

26.3 

24.7 

22.2 

22.1 

22.1 

6.0 

7.6 

0.0 

6.9 

0.0 

6.8 

2.6 

11.1 

6.4 

8.6 

2.1 

1.9 

0.0 

2.0 

0.0 

1.6 

1.3 

0.0 

2.1 

4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

男性・女性にあてはまらない

シスジェンダー

トランスジェンダー

異性愛者

同性愛者・両性愛者

無性愛者

決めたくない・決めていない

質問の意味がわからない

0-17歳 18-22歳 23-29歳 30歳以上 不詳

0-17歳

8.4%

18-22歳

57.1%

23-29歳

25.5%

30歳以上

6.9%

不詳

2.0%



 91 

 

はじめて親と離れて暮らした時の理由【問 26①】  

問 26 では、親と離れて暮らした経験がある場合には、はじめて親と離れて暮らした理由として、「入学・進学」、「結婚・同

棲」、「就職・転職・転勤」、「親からの自立・独立」、「住宅事情や通勤通学の便など」、「その他」の 6 つの項目に分けて、それ

らがあてはまるかどうかをたずねました。全体では、「入学・進学」が 36.7％、「結婚・同棲」が 25.8％、「就職・転職・転勤」が

24.9％、「親からの自立・独立」が 11.1％、「住宅事情や通勤通学の便など」が 4.9％、「その他」が 2.9％でした。  

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別に、「入学・進学」についてみると、［男性］（41.5％）より

も［女性］（33.0％）で低く、「男性・女性にあてはまらない」（46.2％）で高く、［シスジェンダー］（36.8%）よりも

［トランスジェンダー］（50.0％）で高く、「異性愛者」（37.5％）よりも「同性愛者・両性愛者」（29.9％）で低く、「無

性愛者」（47.2％）で高くなっています。 

「結婚・同棲」についてみると、［男性］（14.4％）よりも［女性］（34.9％）で高く、「男性・女性にあてはまらない」

（7.7％）で低く、［シスジェンダー］（25.8%）よりも［トランスジェンダー］（5.6％）で低く、「異性愛者」（26.2％）

よりも「同性愛者・両性愛者」（15.6％）と「無性愛者」（5.6％）で低くなっています。 

「就職・転職・転勤」についてみると、［男性］（32.5％）よりも［女性］（18.6％）で高く、「男性・女性にあてはまら

ない」（38.5％）で低く、［シスジェンダー］（24.8%）と［トランスジェンダー］（27.8％）は同程度であり、「異性愛

者」（24.7％）と「同性愛者・両性愛者」（27.3％）は同程度で、「無性愛者」（19.4％）で低くなっています。 

「親からの自立・独立」についてみると、［男性］（11.1％）と［女性］（10.3％）よりも「男性・女性にあてはまらな

い」（15.4％）で高く、［シスジェンダー］（11.0%）よりも［トランスジェンダー］（22.2％）で高く、「異性愛者」

（10.4％）よりも「同性愛者・両性愛者」（23.4％）と「無性愛者」（22.2％）で高く、性的マイノリティの回答者で高くな

る傾向がみられました。 

「住宅事情や通勤通学の便など」についてみると、［男性］（5.2％）と［女性］（4.7％）よりも「男性・女性にあては

まらない」（7.7％）で高く、［シスジェンダー］（4.9%）よりも［トランスジェンダー］（5.6％）で高く、「異性愛者」

（4.9％）よりも「同性愛者・両性愛者」（11.7％）と「無性愛者」（13.9％）で高く、性的マイノリティの回答者で高くな

る傾向がみられました。 

「その他」についてみると、［男性］（2.1％）と［女性］（3.6％）よりも「男性・女性にあてはまらない」（0.0％）で低

く、［シスジェンダー］（2.9%）よりも［トランスジェンダー］（0.0％）で高く、「異性愛者」（2.7％）よりも「同性愛者・

両性愛者」（3.9％）と「無性愛者」（8.3％）で高くなっています。 
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図表 115 はじめて親と離れて暮らした時の理由 

（全体、自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティ別）[n=4,247、無回答 14 人] 

 

はじめて親と離れて暮らした時の居住地【問 26②】  

問 26 では、親と離れて暮らした経験がある場合には、はじめて親と離れたときの居住地が「現在と同じ居住地」、「現在と同

じ市区町村内」、「現在と同じ都道府県の他の区市町村」、「他の都道府県」、「外国」のいずれであるのかをたずねました。全

体では、「現在と同じ居住地」が 5.2％、「現在と同じ市区町村内」が 17.1％、「現在と同じ都道府県の他の区市町村」が

27.4％、「他の都道府県」が 47.4％、「外国」が 2.4％でした。 

図表 116 はじめて親と離れて暮らした時の居住地（全体、年齢別）[n=4,247]
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自認する性別では、［女性］の「現在と同じ居住地」（5.8％）、「現在と同じ区市町村内」（19.5％）、「現在と同じ

都道府県の他の区市町村」（28.7％）は［男性］（それぞれ 4.3％、13.8％、25.8％）よりも高いのに対し、「他の都

道府県」は［女性］（42.5％）が［男性］（53.7％）より少ないですが、「外国」は［女性］（3.0％）が［男性］

（1.7％）よりも高くなっています。「男性・女性にあてはまらない」では、［男性］と［女性］に比べ、「現在と同じ居住地」

（7.7％）や「現在と同じ都道府県の他の区市町村」（38.5％）が高くなっています。 

シス・トランス別にみると、「現在と同じ都道府県の他の区市町村」が［シスジェンダー］（27.4％）よりも［トランスジェン

ダー］（44.4％）で高く、「現在と同じ区市町村内」は［シスジェンダー］（17.0％）よりも［トランスジェンダー］

（0.0％）で高くなっていました。 

性的指向アイデンティティ別にみると、「異性愛者」に比べて、「同性愛者・両性愛者」では「現在と同じ居住地」（8.1％）

と「他の都道府県」（54.5％）で高く、「現在と同じ区市町村内」（7.8％）で低くなっており、「無性愛者」では「現在と同じ

居住地」（13.9％）で高く、「現在と同じ区市町村内」（13.9％）で低くなっています。 

 

図表 117 はじめて親と離れて暮らした時の居住地 

（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=4,247] 
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中学校卒業時点での居住地【問 27】  

問 27 では、中学校を卒業した時点の居住地について、「現在と同じ居住地」、「現在と同じ市区町村内」、「現在と同じ都

道府県の他の区市町村」、「他の都道府県」、「外国」のいずれであるのかをたずねました。全体では、「現在と同じ居住地」が

24.1％、「現在と同じ区市町村内」が 20.4％、「現在と同じ都道府県の他の区市町村」が 26.4％、「他の都道府県」が

28.0％、「外国」が 0.7％でした。 

年齢別にみると、「現在と同じ居住地」が 10 代（83.6％）や 20 代（47.6％）で多数を占めますが、40 代以上では

「現在と同じ都道府県の他の区市町村」、「他の都道府県」がそれぞれ 20％〜30％程度となっています。 

 

図表 118 中学校を卒業したときの居住地（全体、年齢別）[n=5,339] 
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図表 119 中学校を卒業したときの居住地（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 
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5 年前の居住地【問 28】  

問 28 では、5 年前の居住地について、「現在と同じ居住地」、「現在と同じ市区町村内」、「現在と同じ都道府県の他の

区市町村」、「他の都道府県」、「外国」のいずれであるのかをたずねました。全体では、「現在と同じ居住地」が 68.6％、「現

在と同じ区市町村内」が 12.7％、「現在と同じ都道府県の他の区市町村」が 9.2％、「他の都道府県」が 8.9％、「外国」

が 0.4％でした。 

年齢別にみると、「現在と同じ居住地」については、10 代の 78.4％から 30 代の 42.4％まで低下し、40 代以上では一

転して高くなり、40 代で 72.8％、50 代で 80.5％、60 代で 86.9％です。「現在と同じ居住地」以外で 10％を超えるの

は、20 代の「他の都道府県」（21.7％）、「現在と同じ都道府県の他の区市町村」（16.9％）、「現在と同じ市区町村

内」（12.8％）、30 代の「現在と同じ市区町村内」（21.3％）、「現在と同じ都道府県の他の区市町村」（18.7％）、

「他の都道府県」（16.6％）、40 代の「現在と同じ市区町村内」（14.4％）です。20 代や 30 代では、直近 5 年間で

人口移動が生じやすく、20 代のほうが 30 代よりも遠方から人口移動する傾向にあります。 

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にみると、「現在と同じ居住地」については、［男性］

（68.6％）や［女性］（68.5％）よりも「男性・女性にあてはまらない」（58.3％）で低く、［シスジェンダー］

（68.5％）よりも［トランスジェンダー］（62.5％）で低く、「異性愛者」（68.5％）よりも「同性愛者・両性愛者」

（62.3％）と「無性愛者」（63.3％）で低くなっています。それとともに、「他の都道府県」については、［男性］

（10.3％）や［女性］（7.8％）よりも「男性・女性にあてはまらない」（12.5％）で高く、［シスジェンダー］（8.9％）

よりも［トランスジェンダー］（12.5％）で高く、「異性愛者」（9.1％）よりも「同性愛者・両性愛者」（16.7％）と「無性

愛者」（16.3％）で高くなっています。性的マイノリティの回答者で、直近 5 年間で人口移動が生じやすく、とくに都道府県

境界を超える人口移動が生じやすい傾向がみられました。 

 

図表 120 5 年前の居住地（全体、年齢別）[n=5,339] 
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図表 121 5 年前の居住地（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 

 

今後の引っ越しの希望【問 62】  

問 62 では、現在の住まいから引っ越ししたいかどうかをたずねました。「すぐにでも引っ越したい」、「できれば引っ越したい」、

「いずれは引っ越したい」の３つをまとめて「引っ越したい」とすると（図表上では各カテゴリーのあとに［ ］で表記）、全体では、

「引っ越したい」が半数弱の 45.5%、「今の場所に住み続けたい」が 54.2%です。 

年齢別にみると、「引っ越したい」は 10 代で 58.6％、20 代で 77.3％、30 代で 55.4％とそれぞれ半分を超えており、40

代以上は年齢が上がるほど低く、60 代で 26.6%です。 
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（47.4%）よりも「男性・女性にあてはまらない」（66.7%）で高く、［シスジェンダー］（45.4%）よりも［トランスジェン

ダー］（65.6%）で高く、「異性愛者」（45.2%）よりも「同性愛者・両性愛者」（76.3%）と「無性愛者」（61.2%）

で高く、性的マイノリティの回答者で高くなる傾向がみられました。 
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図表 122 今後の引っ越しの希望（全体、年齢別）[n=5,339] 

 

図表 123 今後の引っ越しの希望（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 

 

3.9 

7.8 

8.9 

5.9 
3.6 

2.2 

0.9 

11.5 

9.5 

17.0 

14.4 

10.5 

9.4 

8.8 

30.1 

41.4 

51.4 

35.1 

28.0 

26.7 

16.8 

54.2 

40.5 

22.4 

44.5 

57.7 

61.3 

72.6 

0.4 

0.9 

0.3 

0.1 

0.2 

0.3 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[45.5]

18〜19歳[58.6]

20〜29歳[77.3]

30〜39歳[55.4]

40〜49歳[42.1]

50〜59歳[38.3]

60〜70歳[26.6]

すぐにでも引っ越したい できれば引っ越したい いずれは引っ越したい

今の場所に住み続けたい 不詳

「引っ越したい」（「すぐにでも引っ越したい」、「できれば引っ越したい」、

「いずれは引っ越したい」の合計割合)

3.7 

4.1 

8.3 

3.9 

9.4 

3.8 

7.0 

16.3 

5.7 

2.5 

8.9 

13.3 

33.3 

11.4 

31.3 

11.3 

22.8 

10.2 

14.4 

8.6 

30.3 

30.0 

25.0 

30.1 

25.0 

30.1 

46.5 

34.7 

37.1 

24.1 

56.8 

52.2 

33.3 

54.3 

34.4 

54.5 

23.7 

38.8 

42.8 

64.0 

0.3 

0.3 

0.0 

0.3 

0.0 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性[42.9]

女性[47.4]

男性・女性にあてはまらない[66.7]

シスジェンダー[45.4]

トランスジェンダー[65.6]

異性愛者[45.2]

同性愛者・両性愛者[76.3]

無性愛者[61.2]

決めたくない・決めていない[57.2]

質問の意味がわからない[35.2]

すぐにでも引っ越したい できれば引っ越したい いずれは引っ越したい

今の場所に住み続けたい 不詳

「引っ越したい」（「すぐにでも引っ越したい」、「できれば引っ越したい」、

「いずれは引っ越したい」の合計割合)



 99 

 

引っ越したい理由【問 63】  

問 63 では、問 62 で「すぐにでも引っ越したい」、「できれば引っ越したい」、「いずれは引っ越したい」のいずれかを回答した

場合に、「経済的な理由（家賃など）」から「理由はない」までの 13 項目の引越ししたい理由がそれぞれあてはまるのかどうか

をたずねました。全体では、「住宅に関する理由（家の購入・広さなど）」がもっとも高い 35.1％、続いて「環境上の理由（近

所の騒音、治安など）」（16.0％）と「自立（しがらみから自由になる、自分らしく生きたい、など）」（16.0％）であり、こ

の他に 10％を超えるものは、「経済的な理由（家賃など）」（14.9％）、「家族関係の変化(結婚・同棲、パートナーとの

別れなど)」（14.6％）、「仕事に関する理由(就職・転職など)」（14.5％）、「刺激を得るため（違う世界を経験したいな

ど）」（11.4％）でした。 

 

図表 124 引っ越したい理由（複数回答）[n=2,427、無回答 6 人] 
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希望する引っ越し先【問 64】  

問 64 では、問 62 で「すぐにでも引っ越したい」、「できれば引っ越したい」、「いずれは引っ越したい」のいずれかを回答した場

合に、希望する引っ越し先をたずねました。全体では、「現在の居住地と同じ区市町村」が 29.7％、「現在と同じ都道府県の

他の区市町村」が 26.4％で、これらを合わせた「現在居住する都道府県内」（図表上では各カテゴリーのあとに［ ］で表

記）が 56.1%と半数以上を占め、次いで「他の都道府県」（15.5％）、「外国」（1.7％）、「わからない」（26.3％）で

す。 

年齢別にみると、10 代では「現在居住する都道府県内」（28.0％）が低いのに対し、「他の都道府県」（25.0％）や

「わからない」（47.1％）が高くなっています。20 代以上では、50 代を除いて、「現在居住する都道府県内」が 60％前後で

「わからない」が 25％前後で、おおむね類似した構成であるのに対し、50 代では、「現在居住する都道府県内」（49.4％）

がやや低く、「他の都道府県」（19.0％）と「わからない」（29.1％）でやや高くなっています。 

  

図表 125 希望する引っ越し先（全体、年齢別）[n=2,427] 
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図表 126 希望する引っ越し先（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=2,427] 
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5 年以内に引っ越す可能性【問 65】  

問 65 では、これから５年以内に引っ越す可能性があるのかどうかをたずねました。全体では、「大いにある」が 13.9％、「あ

る程度ある」が 14.7％、「あまりない」が 22.4％、「まったくない」が 48.4％です。「大いにある」と「ある程度ある」を合わせた５

年以内に引っ越す可能性が「それなりにある」のは 28.6％（図表上では各カテゴリーのあとに［ ］で表記）でした。 

年齢別にみると、５年以内に引っ越す可能性が「それなりにある」のは 20 代の 68.9％、10 代の 56.0％でいずれも半数

を超えますが、30 代以上では 30 代の 41.0％から 60 代の 10.5％へと年齢が上がるにつれて低下します。対照的に、「まっ

たくない」は 20 代以上では 20 代の 12.2％から 60 代の 64.1％へと年齢が上がるにつれて高くなります。 

  

図表 127 5 年以内に引っ越す可能性（全体、年齢別）[n=5,339] 
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自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にみると、性的マイノリティの回答者で「まったくない」が低く、「あま

りない」が高くなる傾向がみられました。「まったくない」では、［男性］（49.2%）と［女性］（47.9%）よりも「男性・女性

にあてはまらない」（25.0%）で低く、［シスジェンダー］（48.5%）よりも［トランスジェンダー］（25.0%）で低く、「異

性愛者」（48.1%）よりも「同性愛者・両性愛者」（23.7%）と「無性愛者」（30.6%）で低いのに対し、「あまりない」で

は、［男性］（21.8%）と［女性］（22.6%）よりも「男性・女性にあてはまらない」（41.7%）で高く、［シスジェンダ

ー］（22.3%）よりも［トランスジェンダー］（40.6%）で低く、「異性愛者」（22.0%）よりも「同性愛者・両性愛者」

（26.3%）と「無性愛者」（30.6%）で高くなっています。 

 

図表 128 5 年以内に引っ越す可能性（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 
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８  教育経験  

最後に通った（または現在通っている）学校【問 29】  

問 29（1）では、回答者の「最後に通った（または現在通っている）学校」をたずねました。全体では、「大学」がもっとも

高い 35.2%、次いで「高校」の 30.2%、「専門・専修学校（高卒後）」の 16.4%、「短大・高専」の 11.1％の順でした。 

年齢別にみると、「大学」または「大学院」は 10 代で 32.8%、20 代で 57.9%、30 代で 51.1%、40 代で 37.8%、

50 代で 31.7%、60 代で 30.8%でした。 

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にみると、「大学」または「大学院」は、［男性］では

49.7％、［女性］では 32.7%、「男性・女性にあてはまらない」では 41.7%、［シスジェンダー］では 40.1％、［トランス

ジェンダー］では 46.9%、「異性愛者」では 42.0%、「同性愛者・両性愛者」では 49.1%、「無性愛者」では 44.9%でし

た（年齢別、自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別の図表は省略）。 

 

図表 129 最後に通った（または現在通っている）学校の分布（全体）[n=5,339] 
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は、「小・中学校」で 6.5%、「高校」で 7.1%、「専門・専修学校（高卒後）」で 7.0%、「短大・高専」で 2.5%、「大学」

で 3.8%、「大学院」で 6.7%です（図表は省略）。 
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中学 3 年生の頃の成績【問 30】  

問 30 では、中学 3 年生の頃の成績を、「上の方」、「やや上の方」、「真ん中のあたり」、「やや下の方」、「下の方」の 5 段

階でたずねました。全体では、もっとも高いのは約 3 分の 1 である「真ん中のあたり」（33.6%）で、「上の方」と「やや上の方」

は約 2 割（それぞれ 21.4%、19.8%）、「下の方」と「やや下の方」が 1 割強（それぞれ 11.7%、12.9%）でした。 

年齢別にみると、「上の方」については、10 代で 27.6%、20 代で 21.3%、30 代で 21.7%、40 代で 20.5%、50 代

で 19.7%、60 代で 23.7%でした。 

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にみると、「上の方」については［男性］で 23.3%、［女

性］で 20.2％、「男性・女性にあてはまらない」人で 16.7%、［シスジェンダー］で 21.5%、［トランスジェンダー］で

25.0％、「異性愛者」で 23.0%、「同性愛者・両性愛者」で 28.9％、「無性愛者」で 18.4%でした（年齢別、自認する

性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別の図表は省略）。 

 

図表 130 中学 3 年生の頃の成績の分布（全体）[n=5,339] 
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9 仕事と働き方  

就業状況【問 1】  

問 1 では、就業状況についてたずねました。全体では、「仕事を持ち、働いている」が 77.8%、「在職しているが、病気・育

児などで休職中」が 1.9%、「仕事をしていない」が 20.3%でした。年齢別にみると、「仕事を持ち、働いている」が 10 代では

7.8%と低いものの、30 代〜50 代で高く（それぞれ 81.4％、86.9％、88.9％）、20 代と 60 代では 6 割を超える

68.6%と 65.6%です。 

 

図表 131 就業状況の分布（全体、年齢別）[n=5,339] 

 

 

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にみると、「仕事を持ち、働いている」については、［男性］
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（65.6％）よりも［シスジェンダー］（77.9％）で高く、「異性愛者」（78.5%）や「無性愛者」（73.5%）で「同性愛

者・両性愛者」（67.5％）より低くなっています。 
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図表 132 就業状況の分布（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 
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図表 133 仕事をしていない理由の分布（全体、年齢別）[n=1,083] 

 

 

図表 134 仕事をしていない理由の分布（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=1,083] 
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従業上の地位【問 2】  

問 2 では、問 1 で「仕事を持ち、働いている」または「在職しているが、病気・育児などで休職中」の場合に、従業上の地位

をたずねました。「正社員」が 56.8%でもっとも高く、以下、「パート・アルバイト・臨時雇い」の 22.7%、「契約社員・嘱託」の

7.5％、「自営業者・自由業者」の 5.9%の順でした。 

年齢別にみると、「正社員」については、20 代と 30 代では 7 割を超え（それぞれ 74.8%、70.9％）、10 代と 40 代、

50 代では 5 割を超えるのに対し（それぞれ 55.6%、59.3％、56.4％）、60 代では 23.7%です。60 代では、他の年齢

に比べて、「パート・アルバイト・臨時雇い」（33.9％）、「契約社員・嘱託」（19.4％）、「自営業者・自由業者」

（11.5％）などで高くなっています。 

 

図表 135 従業上の地位の分布（全体、年齢別）[n=4,257] 
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自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にみると、「正社員」については、［男性］（72.0%）よりも

［女性］（43.7％）と「男性・女性にあてはまらない」（52.9％）で低く、［シスジェンダー］（56.9％）と［トランスジェ

ンダー］（56.5％）でほぼ同じ、「異性愛者」（21.6％）よりも「同性愛者・両性愛者」（51.2％）と「無性愛者」

（52.8％）でやや低くなっています。「パート・アルバイト・臨時雇い」については、［男性］（6.1%）よりも［女性］

（37.1％）と「男性・女性にあてはまらない」（35.3％）で高く、［シスジェンダー］（22.6％）よりも［トランスジェンダ

ー］（34.8％）で高く、「異性愛者」（21.6％）よりも「同性愛者・両性愛者」（34.1％）と「無性愛者」（25.0％）で

高くなっています。 

 

図表 136 従業上の地位の分布（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=4,257] 
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産業（勤務先の事業）【問 3】  

問 3 では、問 1 で「仕事を持ち、働いている」または「在職しているが、病気・育児などで休職中」の場合に、勤め先の産業

をたずねました。全体では、もっとも高かったのは「医療、福祉（保健衛生，社会保険・介護事業を含む）」（16.8%）、次

に高かったのは「製造業」（16.1%）でした。 

年齢別にみると、もっとも高いのは、10 代では「宿泊業、飲食サービス業」および「生活関連サービス業、娯楽業（洗濯・理

容・美容・浴場業を含む）」（いずれも 22.2%）、20 代〜40 代では「医療、福祉（保健衛生，社会保険・介護事業を

含む）」（それぞれ 18.7%、18.6%、18.3%）、50 代と 60 代では「製造業」（いずれも 16.2%）です（年齢別の図

表は省略）。 

 

図表 137 産業（勤務先の事業）の分布（全体）[n=4,257] 

 

  

％

農業、林業 1.3

漁業 0.1

鉱業、採石業、砂利採取業 0.0

建設業 6.7

製造業 16.1

電気・ガス・熱供給・水道業 1.6

情報通信業（出版，マスコミ業を含む） 4.9
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卸売業、小売業 12.0

金融業、保険業 2.7

不動産業、物品賃貸業 1.2

学術研究、専門・技術サービス業（広告，著述・芸術家業を含む） 4.1

宿泊業、飲食サービス業 4.8

生活関連サービス業、娯楽業（洗濯・理容・美容・浴場業を含む） 3.3

教育、学習支援業 6.9

医療、福祉（保健衛生，社会保険・介護事業を含む） 16.8

複合サービス事業（郵便局，協同組合） 1.0

その他のサービス業（廃棄物処理，整備，修理，職業紹介・派遣事業を含む） 4.2

政治・経済・文化団体、宗教団体 0.4

公務（政府・地方自治体固有の業務） 5.7

その他 0.6

不詳 0.5
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職業（職種）【問 4】  

問 4 では、問 1 で「仕事を持ち、働いている」または「在職しているが、病気・育児などで休職中」の場合に、勤め先での職

業（職種）をたずねました。全体では、もっとも高かったのは「専門職・技術職」（26.0%）、次に高かったのは「事務職」

（19.6%）でした。 

年齢別にみると、もっとも高いのは、10 代では「サービスの仕事（介護職員，理美容師，接客業，ビル管理人を含む）」

（55.6%）、20 代〜60 代では「専門職・技術職」（それぞれ 35.2%、28.6%、26.4%、22.8%、21.2%）でした

（年齢別の図表は省略）。 

 

図表 138 職業（職種）の分布（全体）[n=4,257] 
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その他 0.4

不詳 0.7



 113 

 

勤務先の規模【問 5】  

問 5 では、問 1 で「仕事を持ち、働いている」または「在職しているが、病気・育児などで休職中」の場合に、勤務先の規模

をたずねました。全体では、もっとも高かったのは「30〜99 人」（13.4%）、次いで「100〜299 人」（11.5％）、「10〜

29 人」（11.2%）の順でした。 

年齢別にみると、もっとも高いのは、10 代では「500〜999 人」（33.3%）、20 代では「2000〜9999 人」

（14.1%）、30 代〜60 代では「30〜99 人」（それぞれ 12.0%、13.7%、13.1%、16.3%）でした（年齢別の図表

は省略）。 

図表 139 勤務先の規模の分布（全体）[n=4,257] 

 

勤務先における役職【問 6】  

問 6 では、問 1 で「仕事を持ち、働いている」または「在職しているが、病気・育児などで休職中」の場合に、勤務先での役

職をたずねました。もっとも高かったのは「役職なし」（69.3%）、次に高かったのは「職長・班長・組長など」（7.9%）でし

た。 

年齢別にみると、全ての年齢で「役職なし」がもっとも高く、特に 10 代では 100％（全員）でした。「社長、重役、役員、

理事」については、20 代では 1.2%、30 代では 2.2%、40 代では 4.8%、50 代では 5.6%、60 代では 11.1%でした

（年齢別の図表は省略）。 
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図表 140 勤務先における役職の分布（全体）[n=4,257] 

 

勤続年数【問 7】  

問 7 では、問 1 で「仕事を持ち、働いている」または「在職しているが、病気・育児などで休職中」の場合に、現在の会社・

組織における勤続年数をたずねました。全体では、もっとも高いのが「0-9 年」（51.9%）で、次いで「10-19 年」

（23.5%）、「20-29 年」（12.3%）の順でした。 

年齢別にみると、「0-9 年」については、10 代で 100.0%、20 代で 97.6%、30 代で 64.4%、40 代で 45.5%、50

代で 36.7%、60 代で 37.2%でした。 

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にみると、「0-9 年」については、［男性］で 40.7%、［女

性］で 61.9％、「男性・女性にあてはまらない」人で 76.5%、［シスジェンダー］で 52.0%、［トランスジェンダー］で

69.6％、「異性愛者」で 51.8%、「同性愛者・両性愛者」で 72.0％、「無性愛者」で 61.1%でした（年齢別、自認する

性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別の図表は省略）。 

 

図表 141 勤続年数の分布（全体）[n=4,257]  
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週あたりの労働時間【問 8】  

問 8 では、問 1 で「仕事を持ち、働いている」または「在職しているが、病気・育児などで休職中」の場合に、週あたりの労働

時間をたずねました。全体では、「40-59 時間」が 54.0%でもっとも多く、次いで「20-39 時間」（23.6%）、「0-19 時

間」（14.9%）の順でした。 

年齢別にみると、「40-59 時間」については、10 代で 33.3%、20 代で 65.0%、30 代で 58.4%、40 代で 53.5%、

50 代で 55.3%、60 代で 39.9%でした。 

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にみると、「40-59 時間」については、［男性］で 68.3%、

［女性］で 41.6％、「男性・女性にあてはまらない」人で 58.8%、［シスジェンダー］で 54.1%、［トランスジェンダー］で

60.9％、「異性愛者」で 55.3%、「同性愛者・両性愛者」で 53.7％、「無性愛者」で 66.7%でした（年齢別、自認する

性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別の図表は省略）。 

 

図表 142 週労働時間の分布（全体）[n=4,257]  
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休職・無職の経験【問 9】  

問 9 では、休職および無職の経験があるのかどうかについて、「心身の病気やケガで休職したこと」、「産前産後休業や育児

休業を取得したこと」、「介護休業を取得したこと」、「失業や退職後、無職でいたこと」、「他の理由の休職や無職」、「休職や

無職の経験はない」の 6 項目に分けて、それらがあてはまるかどうかをたずねました。 

全体では、「休職や無職の経験はない」（46.9％）を除くと、高い項目から順に並べると、「失業や退職後、無職でいたこ

と」（31.6%）、「心身の病気やケガで休職したこと」（18.6%）、「産前産後休業や育児休業を取得したこと」

（13.8％）、「他の理由の休職や無職」（4.0％）、「介護休業を取得したこと」（1.0％）です。 

年齢別にみると、「失業や退職後、無職でいたこと」については、10 代では 0.9%、20 代では 16.1%、30 代では

31.5%、40 代では 37.2%、50 代では 34.3%、60 代では 35.7%でした。 

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にみると、「失業や退職後、無職でいたこと」については、［男

性］で 24.0%、［女性］で 37.7％、「男性・女性にあてはまらない」人で 29.2%、［シスジェンダー］で 31.7%、［トラ

ンスジェンダー］で 21.9％、「異性愛者」で 31.5%、「同性愛者・両性愛者」で 37.2％、「無性愛者」で 47.9%でした

（年齢別、自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別の図表は省略）。 

 

図表 143 休職・無職経験の分布（全体）[n=5,258]（複数回答） 

 

  

％

心身の病気やケガで休職したこと 18.6

産前産後休業や育児休業を取得したこと 13.8

介護休業を取得したこと 1.0

失業や退職後、無職でいたこと 31.6

他の理由の休職や無職 4.0

１〜５のような経験はない 46.9
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仕事で得た収入（年収）【問 10】  

問 10 では、昨年 1 年間に主な仕事で得た収入をたずねました。全体では、もっとも多かったのは「100 万円未満」

（14.3%）、次いで「100〜200 万円未満」（13.2％）、「仕事で得た収入はなかった」（12.7％）、「200〜300 万

円未満」（12.7%）でした。 

年齢別にみると、「仕事で得た収入はなかった」については、10 代で 53.4%、20 代で 6.8%、30 代で 9.3%、40 代で

9.3%、50 代で 8.3%、60 代で 24.0%でした。 

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にみると、「仕事で得た収入はなかった」については、［男性］

で 7.1%、［女性］で 17.1％、「男性・女性にあてはまらない」で 16.7%、［シスジェンダー］で 12.7%、［トランスジェン

ダー］で 15.6％、「異性愛者」で 12.7%、「同性愛者・両性愛者」で 14.0％、「無性愛者」で 12.2%でした（年齢別、

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別の図表は省略）。 

 

図表 144 仕事で得た収入の分布（全体）[n=5,339] 

 

  

％ ％

仕事で得た収入はなかった 12.7 １０００〜１１００万円未満 1.4

１００万円未満 14.3 １１００〜１２００万円未満 0.6

１００〜２００万円未満 13.2 １２００〜１３００万円未満 0.4

２００〜３００万円未満 12.7 １３００〜１４００万円未満 0.3

３００〜４００万円未満 11.4 １４００〜１５００万円未満 0.2

４００〜５００万円未満 10.0 １５００〜１６００万円未満 0.1

５００〜６００万円未満 6.6 １６００〜１７００万円未満 0.1

６００〜７００万円未満 4.9 １７００〜１８００万円未満 0.1

７００〜８００万円未満 3.6 １８００万円以上 0.4

８００〜９００万円未満 1.8 わからない 1.5

９００〜１０００万円未満 1.8 不詳 2.0
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１０  経済状況  

住宅【問 61】  

問 61 では、現在住んでいる住宅の種類をたずねました。全体では、「持ち家（一戸建て）」が 59.3％、「持ち家（マンシ

ョンなどの集合住宅）」が 12.5％、「公団・公社・公営などの賃貸住宅」が 3.1％、「民間の借家または賃貸アパート」が

21.8％、「社宅・公務員住宅などの給与住宅」が 2.4％、「その他」が 0.1％です。「持ち家（一戸建て）」と「持ち家（マン

ションなどの集合住宅）」を合わせると、「持ち家」が 71.8％（図表上では各カテゴリーのあとに［ ］で表記）になります。 

年齢別にみると、10 代では親と同居しているためもあって、「持ち家」が 78.5％です。20 代では、「民間の借家または賃貸

アパート」が 42.9％で、他の年齢に比べてもっとも高くなります。30 代以上では、年齢が上がるとともに「民間の借家または賃

貸アパート」は低く「持ち家」は高くなり、60 代では、「持ち家」が 86.9％で、他の年齢に比べてもっとも高くなります。 

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にみると、「持ち家」については、［男性］（73.1％）と［女

性］（70.9％）よりも「男性・女性にあてはまらない」（62.5%）で低く、［シスジェンダー］（71.9%）よりも［トランスジ

ェンダー］（62.5％）で低く、「異性愛者」（72.0％）よりも「同性愛者・両性愛者」（53.5％）と「無性愛者」

（57.1％）で低くなっています。 

 

図表 145 住宅の種類（全体、年齢別）[n=5,339] 
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図表 146 住宅の種類（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 

 

世帯収入【問 46】  

問 46 では、世帯全体での収入をたずねました。ここでは、収入を「世帯の収入はなかった」、「100 万円未満」、「100〜

300 万円未満」、「300〜500 万円未満」、「500〜1000 万円未満」、「1000 万円以上」の 6 つの区分でみていきます。

全体では、高い順に並べると、「500〜1000 万円未満」（37.6%）、「300〜500 万円未満」（20.3%）、「1000 万

円以上」（15.2％）、「100〜300 万円未満」（11.6%）、「100 万円未満」（1.4%）、「世帯の収入はなかった」

（0.8%）の順です。 

年齢別にみると、20 代〜50 代については、全体と同様、「500〜1000 万円未満」がもっとも高く、30 代（44.7％）と

40 代（44.6％）では、他の年齢よりもとくに高くなっています。2 番目に高いのは、20 代〜40 代では「300〜500 万円未

満」（それぞれ 19.5％、20.7％、19.3％）、50 代では「1000 万円以上」（22.7％）です。一方、60 代では、「500

〜1000 万円未満」（27.3%）と「300〜500 万円未満」（27.6％）が拮抗しており、これらに次ぐ「100〜300 万円未

満」（23.5%）も 2 割以上を占め、他の年齢層に比べ高くなっており、500 万円未満が半数以上になります。 

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にみると、いずれも「500〜1000 万円未満」がもっとも高くなり

ますが、［男性］で 41.6%、［女性］で 34.9%、「男性・女性にあてはまらない」で 20.8%、［シスジェンダー］で

37.8%、［トランスジェンダー］で 28.1%、「異性愛者」の 39.4%、「同性愛者・両性愛者」で 31.6％、「無性愛者」で

22.4％です。なお、性的マイノリティの回答者で「わからない」が高くなる傾向がみられました。 
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図表 147 世帯収入（全体、年齢別）[n=5,339] 

 

 

図表 148 世帯収入（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 
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貯蓄【問 47】  

問 47 では、世帯全体の貯蓄をたずねました。ここでは、貯蓄を「貯蓄はない」、「50 万円未満」、「50〜300 万円未満」、

「300〜500 万円未満」、「500〜1000 万円未満」、「1000 万円以上」の 6 つの区分でみていきます。全体では、高い順

に並べると、「1000 万円以上」（20.4%）、「50〜300 万円未満」（18.8%）、「500〜1000 万円未満」

（12.3%）、「300〜500 万円未満」（9.3%）、「貯蓄はない」（8.8%）、「50 万円未満」（5.6%）の順です。 

年齢別にみると、20 代では、もっとも高いのは「わからない」（41.6%）で、次いで「50〜300 万円未満」（23.1%）で

す。30 代〜60 代では、年齢が上がるにつれ「50〜300 万円未満」が低くなり、「1000 万円以上」が高くなる傾向がみら

れ、「50〜300 万円未満」は 30 代の 23.5%に対し 60 代の 12.5％、「1000 万円以上」は 30 代の 16.1%に対し 60

代の 34.8%です。また、「貯蓄はない」は、30 代以上では、年齢が上がるにつれ低くなり、30 代で 11.1%、60 代で 7.4%

です。 

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にみると、性的マイノリティの回答者で「貯蓄はない」が高くなる

傾向がみられ、実際、［男性］（9.1％）と［女性］（6.0％）よりも「男性・女性にあてはまらない」（16.7％）で高く、

［シスジェンダー］（8.8％）よりも［トランスジェンダー］（18.8%）で高く、「異性愛者」（7.6％）よりも「同性愛者・両

性愛者」（13.2％）と「無性愛者」（8.2％）で高くなっています。なお、性的マイノリティの回答者で「わからない」が高くなる

傾向がみられました。 

 

図表 149 貯蓄（全体、年齢別）[n=5,339] 
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図表 150 貯蓄（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 

 

経済的困難【問 48】  

問 48 では、世帯の経済的困難について、「電気・ガス料金の未払い」、「家賃の滞納」、「住宅ローンの滞納」、「その他の

債務不履行」の 4 つの項目に分けて、過去 1 年間に経済的な理由でそれらがあったのかどうかをたずねました6。全体では、

「あった」のは 、「電気・ガス料金の未払い」の 3.1％、「家賃の滞納」の 2.4％、「住宅ローンの滞納」の 1.1％、「その他の債

務不履行」の 2.5％でした。なお、これら 4 項目のうち、1 つ以上「あった」のは 4.7％、2 つ以上「あった」のは 2.0%です。 

年齢別にみると、全体の値よりも「あった」が高いのは、「電気・ガス料金の未払い」では 40 代（3.7％）と 30 代

（3.5％）と 50 代（3.2％）、「家賃の滞納」では 30 代（3.2％）と 60 代（2.5％）、「住宅ローンの滞納」では 60

代（2.0％）と 50 代（1.7％）、「その他の債務不履行」では 30 代（3.8％）と 20 代（2.9％）です。 

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にみると、とくに性的マイノリティで「あった」が高いのは、「電気・ガ

ス料金」については、「異性愛者」の 2.7％に対して「同性愛者・両性愛者」で 4.4%、 「家賃の滞納」については［男性］の

2.5%と［女性］の 2.0％に対して「男性・女性にあてはまらない」で 20.0%、［シスジェンダー］の 2.0%に対して［トラン

スジェンダー］で 19.0%、「異性愛者」の 1.9%に対して「無性愛者」で 6.5％、「その他の債務不履行」については［男

性］の 2.7％と［女性］の 2.4％に対して「男性・女性にあてはまらない」で 4.2%、「異性愛者」の 2.3%に対して「同性愛

者・両性愛者」で 5.3%でした（図表は省略）。 
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図表 151 経済的困難が「あった」と回答した割合（全体、年齢別）［各項目の無回答 55 人、60 人、68 人、85 人］ 
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日常の困りごと【問 49】  

問49では、日常生活の中での悩みや困

りごとについて、「自分の健康」から「とくにな

い」までの 17 の項目に分けて、それらがあて

はまるかどうかをたずねました。全体では、

「あてはまる」の割合が高い方からみると、

「自分の健康」（50.4%）、「老後の生

活」（43.0%）、「現在の収入や家計」

（ 38.3% ） 、 「 自 分 の 仕 事 や 就 職 」

（36.9%）、「家族の健康」（30.7%）

の 順 で す 。 「 と く に な い 」 は 1 割 強

（11.6%）でした。 

図表 152 日常の困りごと選択割合 [n=5,339] 

 

 

「自分の健康」、「老後の生活」、「現在の収入や家計」、「自分の仕事や就職」、「家族の健康」の 5 つの項目は、年齢別

や自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にみても、「あてはまる」が高くなっています。 

年齢別に上記の 5 項目以外の「あてはまる」をみると、10 代では「とくにない」（39.7%で第 1 位）と「自分の恋愛や結

婚」（31.0%で第 2 位）、20 代では「自分の恋愛や結婚」（35.7%で第 4 位）、30 代と 40 代では「子どもの教育」

（それぞれ 37.2%で第 4 位、38.3%で第 5 位）、60 代では「家族の介護」（22.2％で第 5 位）が上位に入っていま

す。 

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別に上記の 5 項目以外の「あてはまる」をみると、「男性･女性に

あてはまらない」では、「住まい」と「家族・親族間の人間関係」（いずれも 41.7％で第 5 位）が上位に入っており、それ以外

では、「自分の恋愛や結婚」（33.3％）、「出産・子育てや子どもを持つことについて」（25.0％）、「家族の介護」

（33.3％）、「職場の人間関係」（29.2％）、「職場以外の友人・知人との関係」（16.7％）は［男性］と［女性］に

比べて高くなっています。［トランスジェンダー］では、「家族・親族間の人間関係」（43.8％で第 5 位）が上位に入ってお

り、それ以外では、「自分の恋愛や結婚」（40.6％）、「出産・子育てや子どもを持つことについて」（25.0％）、「家族の介

護」（34.4％）、「住まい」（37.5％）、「職場の人間関係」（31.3％）、「職場以外の友人・知人との関係」
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（18.8％）は［シスジェンダー］に比べて高くなっています。「同性愛者・両性愛者」では、「自分の恋愛や結婚」（36.0％

で第 5 位）が上位に入っており、それ以外では、「出産・子育てや子どもを持つことについて」（27.2％）、「住まい」

（26.3％）、「家族・親族間の人間関係」（29.8％）、「職場の人間関係」（29.8％）も「異性愛者」に比べて高くなっ

ています。「無性愛者」では、「家族の介護」と「家族・親族間の人間関係」（いずれも 32.7％で第 5 位）が上位に入ってい

ます。 

 

図表 153 日常の困りごと選択割合（年齢別、自認する性別）[n=5,339、無回答 36 人] 

 

 

図表 154 日常の困りごと選択割合（複数回答）（シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別） 

[n=5,339、無回答 36 人] 
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心配ごとを聞いてくれる相手【問 21】  

問 21 では、過去 1 年間に必要なときに心配ごとを聞いてくれた人がいたか否かをたずねました。全体では、「いた」が

80.7%、「いなかった」が 7.7%、「心配ごとはなかった」が 11.4%でした。参考までに、「心配ごとはなかった」と「不詳」を除く

と、「いた」は 91.3%、「いなかった」は 8.7%になります（図表省略）。 

年齢別にみると、20 代以上では、年齢が上がるにつれ高いほど「いた」が低くなり、「心配ごとがなかった」が高くなる傾向にあ

ります。これを「心配ごとはなかった」と「不詳」を除いてみると、「いた」がもっとも高いのは 20 代（95.8%）、もっとも低いのは

50 代（88.6%）で、いずれの年齢でもおおむね 9 割前後になります（図表省略）。 

 

図表 155 過去 1 年間における必要なときに心配ごとを聞いてくれた人の有無の分布（全体、年齢別） [n=5,339] 

 

 

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別に「いた」をみると、［男性］（70.5％）、［女性］

（88.9%）、「男性・女性にあてはまらない」人（70.8%）、［シスジェンダー］（80.9%）、［トランスジェンダー］

（71.9%）、「異性愛者」（81.8%）、「同性愛者・両性愛者」（82.5％）、「無性愛者」（81.6%）です。これを「心

配ごとはなかった」と「不詳」を除いてみると、［男性］（86.9％）、［女性］（94.5%）、「男性・女性にあてはまらない」

人（77.3%）、［シスジェンダー］（91.4%）、［トランスジェンダー］（76.7%）、「異性愛者」（92.3%）、「同性

愛者・両性愛者」（86.2％）、「無性愛者」（85.1%）であり、性的マイノリティの回答者で低くなる傾向がみられました

（図表省略）。 
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図表 156 過去 1 年間における必要なときに心配ごとを聞いてくれた人の有無の分布 

（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別） [n=5,339] 

 

経済的援助を得られる相手【問 22】  

問 22 では、過去 1 年間に必要なときに経済面で助けてくれた人がいたか否かをたずねました。全体では、「いた」は

39.1%、「いなかった」は 8.7%、「経済的な援助を必要としたことはない」は 51.8%でした。参考までに「経済的な援助を必

要としたことはない」と「不詳」を除くと、「いた」は 81.7%、「いなかった」は 18.3%でした（図表省略）。 

年齢別にみると、年齢が上がるにつれ「いた」は低くなり、「経済的な援助を必要としたことはない」が高くなります。さらに「経

済的な援助を必要としたことはない」と「不詳」を除いてみると、「いた」は 10 代以降 50 代にかけて低くなり、60 代で若干高く

なり、「いなかった」はその逆になります。具体的には、「いた」は、10 代から 60 代にかけて 96.3%、91.4%、84.9%、

80.6%、73.0%、76.4%であり、「いなかった」は 3.8%、8.6%、15.1%、19.4%、27.0%、23.6%です（図表省

略）。 

自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別にみると、性的マイノリティの回答者で「いた」と「いなかった」が

高く、「経済的な援助を必要としたことはない」が低くなる傾向にあります。 

「いた」については「経済的な援助を必要としたことはない」と「不詳」を除いてみると、［男性］（78.9%）や「男性・女性

にあてはまらない」人（77.8%）よりも［女性］（83.8％）で高く、［トランスジェンダー］（78.3%）よりも［シスジェンダ

ー］（81.9%）で高く、「同性愛者・両性愛者」（79.7%）と「無性愛者」（76.7%）よりも「異性愛者」（83.3%）で

高くなっています。 
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「経済的な援助を必要としたことはない」については、［男性］（56.7%）と［女性］（48.4%）よりも「男性・女性に

あてはまらない」（25.0%）で低く、［シスジェンダー］(52.1%)よりも［トランスジェンダー］（28.1%）で低く、「異性愛

者」（53.5%）よりも「同性愛者・両性愛者」（39.5%）、「無性愛者」（38.8%）で低くなっています。 

 

図表 157 過去 1 年間における経済的援助をしてくれた人の有無の分布（全体、年齢別） [n=5,339] 

 

 

図表 158 過去 1 年間における経済的援助をしてくれた人の有無の分布 

（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別） [n=5,339] 
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生活満足感【問 50】  

問 50 では、現在の生活全般に満足しているのかどうかを、「1 非常に満足」から「5 非常に不満」まで 5 段階の尺度でたず

ねました。全体では、「1 非常に満足」（23.6％）と「2」（28.1％）で約半数の 51.5％であり、もっとも多いのは「3」

（34.6％）であり、「4」（12.0％）や「5 非常に不満」（1.4％）は低くなっています。 

年齢別にみると、年齢が高いほど「1 非常に満足」と「2」を合わせた値が低くなる傾向にあり、10 代では 58.6%、20 代で

は 48.5％、30 代では 47.5％、40 代では 42.3％、50 代では 37.8％、60 代では 38.6%です。 

 

図表 159 生活全般に対する満足感（全体、年齢別）[n=5,339] 
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自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別に「1 非常に満足」と「2」を合わせた値をみると、［男性］

（43.3%）と［女性］（42.4%）よりも「男性・女性にあてはまらない」（25.0％）で低く、［シスジェンダー］

（42.9％）よりも［トランスジェンダー］（18.8%）で低く、「異性愛者」（44.7%）よりも「同性愛者・両性愛者」

（40.4%）と「無性愛者」（38.8％）でやや低くなっており、性的マイノリティの回答者で低くなる傾向にあります。 

 

図表 160 生活全般に対する満足感（自認する性別、シス・トランス別、性的指向アイデンティティ別）[n=5,339] 
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Ⅱ 調査方法  

対象者の抽出  

 

本調査では、母集団を全国に居住する 18〜69 歳の人口とし、2022 年 1 月 1 日時点の住民基本台帳に登録されて

いる外国籍を含む 18〜69 歳の 18,000 人を実査の対象としました。対象者は、総務省統計局により実施された 2020 年

国勢調査時の基本単位区から層化二段無作為抽出法で抽出された 360 の基本単位区の居住者です。全国を 11 の地

域ブロック（北海道、東北、北関東、南関東、北信越、東海、近畿、近畿、中国、四国、北九州、南九州）と 5 つの自治

体類型（大都市、人口 20 万人以上の市、人口 10 万人以上〜20 万人未満の市、人口 10 万人未満の市、町村）に

区分し、各地域ブロック・自治体類型の人口規模に応じて 360 地点を配分し、各地点の住民基本台帳から 50 人を等間

隔で抽出しました。対象者の抽出作業は、調査委託機関である一般社団法人 新情報センターが 2022 年 11〜12 月に

実施しました。 

対象者の男女別にみた年齢別地域ブロック別の分布は図表 161a、図表 161b の通りです。 

 

図表 161a 男女別年齢別都道府県別にみた抽出数7 

 

 

 

 

 

7
 対象者の抽出および回収状況の図表および本文における男女は、住民基本台帳上の性別に基づいています。 

男性

地域ブロック 18-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 計

北海道 12 50 57 77 84 73 353

東北 15 95 101 146 125 95 577

北関東 11 84 81 115 118 96 505

南関東 83 504 565 646 692 434 2,924

北信越 10 65 91 131 133 91 521

東海 40 143 212 289 247 200 1,131

近畿 40 207 249 317 331 249 1,393

中国 17 69 95 123 114 97 515

四国 8 19 48 56 52 26 209

北九州 17 85 123 153 120 131 629

南九州 13 67 76 99 84 98 437

　計 266 1,388 1,698 2,152 2,100 1,590 9,194



132 

 

図表 161b 男女別年齢別都道府県別にみた抽出数

 

 

図表 162a 男女別年齢別都道府県別にみた抽出率 

 

 

図表 162b 男女別年齢別都道府県別にみた抽出率 

 
注）抽出率は千分率（‰）で表示 

 

女性

地域ブロック 18-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 計

北海道 11 42 63 90 69 72 347

東北 20 82 107 139 142 133 623

北関東 16 62 80 83 107 97 445

南関東 69 475 454 565 678 435 2,676

北信越 7 68 94 127 90 93 479

東海 24 151 175 233 221 215 1,019

近畿 37 218 229 331 365 277 1,457

中国 19 65 65 103 135 98 485

四国 8 28 41 59 52 53 241

北九州 20 80 105 156 137 123 621

南九州 17 58 64 101 98 75 413

　計 248 1,329 1,477 1,987 2,094 1,671 8,806

男性

地域ブロック 18-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 計

北海道 0.27 0.22 0.21 0.22 0.25 0.22 0.22

東北 0.20 0.25 0.22 0.25 0.22 0.16 0.22

北関東 0.17 0.24 0.21 0.23 0.25 0.22 0.23

南関東 0.24 0.23 0.24 0.22 0.24 0.21 0.23

北信越 0.15 0.19 0.25 0.26 0.28 0.20 0.24

東海 0.28 0.18 0.24 0.26 0.23 0.23 0.23

近畿 0.20 0.19 0.22 0.22 0.23 0.22 0.22

中国 0.25 0.20 0.25 0.25 0.25 0.22 0.24

四国 0.25 0.12 0.26 0.22 0.22 0.11 0.19

北九州 0.22 0.21 0.27 0.27 0.24 0.25 0.25

南九州 0.25 0.26 0.24 0.26 0.24 0.24 0.25

　計 0.23 0.21 0.24 0.24 0.24 0.21 0.23

女性

地域ブロック 18-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 計

北海道 0.26 0.19 0.24 0.25 0.19 0.19 0.21

東北 0.28 0.24 0.25 0.25 0.26 0.21 0.24

北関東 0.26 0.21 0.23 0.18 0.24 0.22 0.22

南関東 0.21 0.23 0.20 0.20 0.26 0.22 0.22

北信越 0.12 0.22 0.27 0.27 0.19 0.20 0.22

東海 0.18 0.21 0.22 0.23 0.22 0.25 0.22

近畿 0.19 0.21 0.21 0.23 0.25 0.23 0.22

中国 0.30 0.20 0.18 0.21 0.29 0.21 0.23

四国 0.27 0.18 0.23 0.24 0.22 0.21 0.22

北九州 0.26 0.20 0.23 0.27 0.25 0.22 0.24

南九州 0.33 0.22 0.20 0.26 0.26 0.18 0.23

　計 0.22 0.22 0.22 0.22 0.24 0.22 0.22
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2022 年 1 月 1 日時点の住民基本台帳の登録人口に占める割合を千分率で示したのが図表 162a、図表 162b で

す。抽出する人数が少ない地域や年齢層でばらつきは生じやすいものの、おおむね 0.20〜0.26‰の範囲におさまっており、抽

出された対象者は想定する母集団からおおむね偏りなく抽出されているといえましょう。 

 

調査票の配布と回収  

調査は郵送配布、郵送回収(WEB 回答併用)方式で行いました。対象者への調査票は、2023 年 2 月 1 日に郵送し、

回答の締め切りは同年 2 月 21 日に設定しました。その後、2023 年 2 月 15 日にお礼状を兼ねた督促状を対象者に発送

し、督促状では回答期限を 2 月 27 日（研究チームが準備した調査説明のホームページでは 2 月 28 日）まで延長する旨

も告知しました。外国語話者の対象者のために、調査説明のホームページに、中国語（繁体字、簡体字）、英語、韓国語、

ポルトガル語、ベトナム語、タガログ語による説明と調査票を掲載しました。 

調査票の回収は、郵送とインターネット（WEB）のいずれかとし、郵送の場合は調査票と一緒に送付された料金受取人

払の返送用封筒に、回答済みの調査票を封入したものを回答者が郵便ポストに投函する方式としました。インターネットの場

合は調査票と一緒に送付されたユニーク ID とパスワードを利用してインターネット上に開設された調査票に回答者が回答を入

力する方式としました。回答者に対する謝礼は 500 円のクオカードとし、回答が確認された後に日を改めて送付しました。調

査書類の送付、調査票の回収、謝礼の送付の作業は、一般社団法人新情報センターに委託しました。 

 

回収状況  

回収された調査票の数は、2023 年 4 月 15 日までに届けられた 5,485 票でした。回収された調査票のうち、146 票は

無効と判断し（白票１票、記入状況の極端に悪い 10 票、本人以外の回答と考えられる 131 票、郵送とウェブの両方に回

答したうちの重複分の 4 票）、それらを除いた 5,339 票を有効回収票としました。有効回収票のうち、郵送による回収は

3,126 票（58.6%）、インターネットによる回収は 2,213 票（41.4%）でした。対象者のうち、転居などによる宛先不明

として調査票が配布されずに新情報センターへ戻された 142 人や抽出作業時のミスが判明した 3 人は、調査対象から除外

しました。 

調査票が届いたとみられる 17,855 人の対象者に対する有効回収票の比である有効回収率は 29.9%です。図表

163a、図表 163b には、有効回収率を男女別年齢別都道府県別に整理しました。同表によれば、有効回収率は男性より

も女性で高く、男性の場合は 18〜19 歳や 20〜29 歳で低く 60〜69 歳で高いのに対し、女性では 30〜39 歳や 40〜

49 歳で高くなる傾向がみられました。例えば、もっとも高い値を示すのは 30〜39 歳の女性の 38.2%、次いで 40〜49 歳

の女性の 36.9%であり、もっとも低い値を示すのは 18〜19 歳の男性の 18.4%でした。 
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図表 163a 男女別年齢別都道府県別にみた有効回収率 

 

 

図表 163b 男女別年齢別都道府県別にみた有効回収率 

 
注）有効回収率は百分率（%）で表示。分母は調査票が届いたと考えられる対象者の数（17,855）、分子は有効回収数である。な

お、対象者の年齢は住民票上の年齢であり、実査の時期の関係で回答者が調査票に記入した年齢とは異なる場合がある。ただし、

有効回答票のうちの 9 票については住民票上の年齢を特定できない形での回答であったため、この表の数値には含めていない。 

 

 

  

男性

地域ブロック 18-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 計

北海道 33.3 18.0 19.8 31.2 28.6 28.8 28.0

東北 13.3 18.9 26.7 29.5 34.4 37.9 29.3

北関東 18.2 22.6 25.9 21.7 21.2 38.5 25.5

南関東 18.1 19.0 24.8 22.6 25.4 33.9 24.6

北信越 10.0 18.5 31.9 23.7 30.1 34.1 27.6

東海 20.0 21.0 26.4 26.6 28.7 29.0 26.5

近畿 17.5 21.3 24.5 21.1 24.5 29.7 24.0

中国 11.8 14.5 29.5 17.1 18.4 37.1 22.9

四国 25.0 21.1 31.3 33.9 28.8 46.2 32.1

北九州 29.4 16.5 26.0 22.9 25.0 26.7 24.0

南九州 7.7 19.4 13.2 25.3 26.2 32.7 23.6

　計 18.4 19.4 25.7 23.8 26.1 32.6 25.4

女性

地域ブロック 18-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 計

北海道 27.3 38.1 33.3 36.7 37.7 31.9 35.2

東北 45.0 26.8 33.6 38.1 38.7 36.1 35.8

北関東 37.5 32.3 37.5 37.3 31.8 28.9 33.5

南関東 27.5 28.8 39.6 35.4 31.4 28.7 32.7

北信越 14.3 33.8 43.6 44.9 32.2 39.8 39.2

東海 45.8 40.4 40.0 40.3 33.0 36.3 38.0

近畿 21.6 29.8 31.9 33.8 30.4 35.7 32.1

中国 21.1 36.9 50.8 40.8 33.3 26.5 35.9

四国 25.0 42.9 29.3 30.5 23.1 41.5 32.4

北九州 20.0 33.8 35.2 36.5 29.9 32.5 33.2

南九州 11.8 17.2 48.4 35.6 27.6 28.0 30.8

　計 27.8 31.4 38.2 36.9 31.8 32.7 34.0
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Ⅲ 付録  

 

 
調査書類一覧 

1   送付物一覧 

2   ご協力のお願い 

3   外国語案内 

4   調査票 

5a  Q and A（オモテ面） 

5b  Q and A（ウラ面） 

6a  インターネット回答案内（オモテ面） 

6b  インターネット回答案内（ウラ面） 

7   返送用封筒 

8   記入用のペン（参考までに送付したペンのパンフレットを掲載） 

010 送付用封筒 

 

011 お礼督促はがき 

012 謝礼送付文 

013 クオカード（省略） 

014 謝礼送付用封筒 

 

参考：調査のウェブ回答画面 

 

 

調査にかんする発表資料 

⚫ 調査実施についてのプレスリリース（2023 年 1 月 31 日） 

「家族と性と多様性に関する全国アンケートを実施―全国の 18〜69 歳の方 18,000 人を対象として―」 

 

⚫ 結果概要の公表についてのプレスリリース（2023 年 10 月 27 日） 

「法政大学平森助教、国立社会保障・人口問題研究所釜野室長らの研究チームが日本初の性的マイノリティの

生活実態に関する全国無作為抽出調査の結果を公表」 

 

⚫ 「家族と性と多様性にかんする全国アンケート」の結果概要（2024 年 2 月 21 日改訂版） 

https://www.ipss.go.jp/projects/j/SOGI2/ZenkokuSOGISummary20231027R1.pdf 

 

 

 

https://www.waseda.jp/top/news/87299
https://www.hosei.ac.jp/info/article-20231027123950/?auth=9abbb458a78210eb174f4bdd385bcf54
https://www.hosei.ac.jp/info/article-20231027123950/?auth=9abbb458a78210eb174f4bdd385bcf54
https://www.ipss.go.jp/projects/j/SOGI2/ZenkokuSOGISummary20231027R1.pdf
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